
JP 5976696 B2 2016.8.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケーラブルビデオコーディングを実行するためのコンピュータによる処理方法であっ
て、
　再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニングフィルタを適用し
、リファインされた再構築ビデオデータを生成するステップと、
　前記リファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいて、ビデオデー
タに関するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測を実行するステップと
　を有し、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニングフィルタ
を適用し、リファインされた再構築ビデオデータを生成するステップは、
　複数の固定リファイニングフィルタの各々により処理されたビデオデータを評価するこ
とにより、前記複数の固定リファイニングフィルタのうち何れかの固定リファイニングフ
ィルタを選択し、選択された固定リファイニングフィルタを、前記再構築されたリファレ
ンスレイヤビデオデータに適用するステップを有し、
　当該処理方法は、リファレンスレイヤ及びエンハンスメントレイヤのビデオデータが含
まれるビットストリームを、複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固定リファ
イニングフィルタを適用するかを示す固定リファイニングフィルタインジケータとともに
エンコードするステップを有する、処理方法。
【請求項２】
　再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニングフィルタを適用し
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、リファインされた再構築ビデオデータを生成するステップが、
　前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータとフィルタ係数との点乗積にオフセ
ット値を加算することにより、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータのフィ
ルタウィンドウに前記固定リファイニングフィルタを適用するステップを有する、請求項
１に記載の処理方法。
【請求項３】
　前記複数の固定リファイニングフィルタが、第１の固定リファイニングフィルタ及び第
２の固定リファイニングフィルタを含み、
　前記第１の固定リファイニングフィルタは第１の強調効果をもたらし、前記第２の固定
リファイニングフィルタは第２の強調効果をもたらし、前記第１の強調効果及び前記第２
の強調効果は異なり、
　前記第１の強調効果は、低周波強調効果、高周波強調効果、特定の周波数帯域の強調効
果、空間平滑化フィルタ、空間先鋭化フィルタ、特定ヒストグラムバンド強調フィルタ、
又は特定ヒストグラムバンドパスフィルタのうちの少なくとも１つを含む、請求項１又は
２に記載の処理方法。
【請求項４】
　前記複数の固定リファイニングフィルタは、対称的な固定リファイニングフィルタ、非
対称な固定リファイニングフィルタ、１次元的な固定リファイニングフィルタ、分離され
ている２次元的な固定リファイニングフィルタ、又は分離されていない２次元的な固定リ
ファイニングフィルタのうちの少なくとも１つを含む、請求項１～３のうち何れか１項に
記載の処理方法。
【請求項５】
　前記複数の固定リファイニングフィルタは、空間的な平滑化フィルタ又は空間的な先鋭
化フィルタのうちの少なくとも１つを有する、請求項１～４のうち何れか１項に記載の処
理方法。
【請求項６】
　前記複数の固定リファイニングフィルタは、特定ヒストグラムバンド強調フィルタ又は
特定ヒストグラムバンドパスフィルタのうちの少なくとも１つを有する、請求項１～５の
うち何れか１項に記載の処理方法。
【請求項７】
　前記複数の固定リファイニングフィルタは、低周波強調フィルタ、高周波強調フィルタ
、特定周波数バンド強調フィルタ、ハイパス周波数フィルタ、バンドパス周波数フィルタ
又はローパス周波数フィルタのうちの少なくとも１つを有する、請求項１に記載の処理方
法。
【請求項８】
　当該処理方法は、前記固定リファイニングフィルタを適用する前に、再構築された画像
データに下位レイヤ処理を適用するステップを更に有し、
　前記下位レイヤ処理は、空間スケーラビリティに関するアップサンプリング又はビット
深度スケーラビリティに関するトーンマッピングのうちの少なくとも１つを含む、請求項
１～７のうち何れか１項に記載の処理方法。
【請求項９】
　当該処理方法が、前記固定リファイニングフィルタを適用する前に、前記再構築された
リファレンスレイヤビデオデータの評価に少なくとも部分的に基づいて、使用され得る複
数の固定リファイニングフィルタのうちの固定リファイニングフィルタを適用することを
決定するステップを更に有し、
　前記評価は、ローカル適応方法に少なくとも部分的に基づいており、
　前記評価は、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータのローカルなエッジ情
報、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータの勾配の大きさ、又は前記再構築
されたリファレンスレイヤビデオデータのローカルな分散のうちの少なくとも１つの評価
を含む、請求項１～８のうち何れか１項に記載の処理方法。
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【請求項１０】
　前記レイヤ間予測に少なくとも部分的に基づいてビットストリームをインジケータと共
にエンコードするステップであって、前記ビットストリームは残差コーディングによりエ
ンコードされ、前記インジケータは前記固定リファイニングフィルタを適用するか否かを
示す、ステップ
　を更に有する請求項１～９のうち何れか１項に記載の処理方法。
【請求項１１】
　前記ビデオデータに関連するビットストリームにアクセスし、前記固定リファイニング
フィルタを適用するか否かを示すインジケータを判定するステップと、
　前記ビデオデータに関連する前記ビットストリームにアクセスし、複数の固定リファイ
ニングフィルタのうち何れの固定リファイニングフィルタを適用するかを示すように形成
される固定リファイニングフィルタインジケータを判定するステップと
　を更に有する請求項１～１０のうち何れか１項に記載の処理方法。
【請求項１２】
　コンピュータにおけるビデオコーディングシステムであって、
　ビデオデータを提示するように形成される表示装置と、
　前記表示装置に通信可能に結合される１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサに通信可能に結合される１つ以上のメモリ格納部と、
　前記１つ以上のプロセッサに通信可能に結合され、再構築されたリファレンスレイヤビ
デオデータに固定リファイニングフィルタを適用し、リファインされた再構築ビデオデー
タを生成するように形成されるレイヤ間予測モジュールと、
　前記１つ以上のプロセッサに通信可能に結合され、前記リファインされた再構築ビデオ
データに少なくとも部分的に基づいて、前記ビデオデータに関するエンハンスメントレイ
ヤについてレイヤ間予測を実行するように形成されるエンハンスメントレイヤビデオコー
ダと
　を有し、前記表示装置による画像データの提示は前記レイヤ間予測に少なくとも部分的
に基づき、
　前記レイヤ間予測モジュールは、複数の固定リファイニングフィルタの各々により処理
されたビデオデータを評価することにより、前記複数の固定リファイニングフィルタのう
ち何れかの固定リファイニングフィルタを選択し、選択された固定リファイニングフィル
タを、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに適用し、
　リファレンスレイヤ及びエンハンスメントレイヤのビデオデータが含まれるビットスト
リームは、複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固定リファイニングフィルタ
を適用するかを示す固定リファイニングフィルタインジケータとともにエンコードされる
、ビデオコーディングシステム。
【請求項１３】
　前記複数の固定リファイニングフィルタが、第１の固定リファイニングフィルタ及び第
２の固定リファイニングフィルタを含み、
　前記第１の固定リファイニングフィルタは第１の強調効果をもたらすように形成され、
前記第２の固定リファイニングフィルタは第２の強調効果をもたらすように形成され、前
記第１の強調効果及び前記第２の強調効果は異なる、請求項１２に記載のビデオコーディ
ングシステム。
【請求項１４】
　前記複数の固定リファイニングフィルタが、ローパスフィルタ及び高周波強調フィルタ
を含む、請求項１２又は１３に記載のビデオコーディングシステム。
【請求項１５】
　前記レイヤ間予測モジュールが、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータと
フィルタ係数との点乗積にオフセット値を加算することにより、前記固定リファイニング
フィルタを適用するように形成され、
　前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに前記固定リファイニングフィルタ
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を適用することが、前記再構築されたリファレンスレイヤビデオデータのフィルタウィン
ドウに、前記固定リファイニングフィルタを適用することを含む、請求項１２～１４のう
ち何れか１項に記載のビデオコーディングシステム。
【請求項１６】
　前記レイヤ間予測モジュールが前記エンハンスメントレイヤビデオコーダ又はベースレ
イヤビデオコーダのうちの少なくとも１つにより使用される、請求項１２～１５のうち何
れか１項に記載のビデオコーディングシステム。
【請求項１７】
　前記エンハンスメントレイヤビデオコーダがエンハンスメントレイヤビデオデコーダを
有する、請求項１２～１６のうち何れか１項に記載のビデオコーディングシステム。
【請求項１８】
　請求項１～１１のうちの何れか１項に記載の処理方法を前記コンピュータに実行させる
コンピュータプログラム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のコンピュータプログラムを記憶する記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示される実施の形態は処理方法及びビデオコーディングシステム等に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオエンコーダ又はビデオ符号器は、より多くの情報が所与の帯域幅で送信できるよ
うにビデオ情報を圧縮する。そして、圧縮された信号はデコーダ又は復号器を有する受信
機に送信され、デコーダは表示のために信号を復号又は非圧縮化する。
【０００３】
　高効率ビデオコーディング(HEVC)は最新のビデオ圧縮標準規格であり、ISO/IEC動画エ
キスパートグループ(MPEG)及びITU-Tビデオ符号化エキスパートグループ(VCEG)によるJCT
-VC(Joint　Collaborative　Team　on　Video　Coding)により決定されている。従来のビ
デオ符号化標準規格と同様に、HEVCはイントラ/インター予測、変換、量子化、ループ内
フィルタリング、及びエントロピ符号化等を行う基本機能モジュールを含む。
【０００４】
　HEVCの主要部分の標準化が完成に近付くにつれて、HEVCのスケーラブルビデオ符号化(S
VC)に関する研究が始まっている。SVCは最近のビデオサービス環境における異種のネット
ワーク及び装置と協働するための方法である。HEVC-SVCビットストリームはそれ自体でデ
コード可能ないくつかのサブビットストリームを含み、これらのサブビットストリームは
、解像度、フレームレート、品質/SNRビット深度等が異なるソースビデオコンテンツを表
現する。様々なスケーラビリティを達成するため、しばしば、複数階層符号化構造又はマ
ルチレイヤ符号化構造が使用される。一般に、マルチレイヤ符号化構造は1つの基本階層
又はベースレイヤ(BL)と1つ以上の拡張階層又はエンハンスメントレイヤ(EL)とを有する
。この構造は、画像又は画像の一部が、下位のレイヤの画像(例えば、BL画像又は下位レ
ベルのEL画像)から又は同じレイヤの以前に符号化した画像から予測されることを許容す
る。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】ISO/IEC　JTC/SC29/WG11　and　ITU-T　SG16　WP3,　“High　efficien
cy　video　coding　(HEVC)　text　specification　draft　8”(JCTVC-J1003_d7,　July
　2012)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　実施の形態の課題は、スケーラブルビデオコーデック装置のレイヤ間予測の処理を改善
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施の形態による処理方法は、
　スケーラブルビデオコーディングを実行するためにコンピュータが実行する処理方法で
あって、
　再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニングフィルタを適用し
、リファインされた再構築ビデオデータを生成するステップと、
　前記リファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいて、ビデオデー
タに関するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測を実行するステップと
　を有する処理方法である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】1つのベースレイヤ及び1つのエンハンスメントレイヤと共に符号器の一例を示す
図。
【図２】スケーラブルビデオコーディングシステムの一例を示す図。
【図３】SVCエンコーディングシステムの一例を示す図。
【図４】SVCデコーディングシステムの一例を示す図。
【図５】固定リファイニングフィルタリングの一例を示す図。
【図６】動作例を示すフローチャート。
【図７】システム例を示す図。
【図８】ビットストリームの一例を示す図。
【図９】ビデオ符号化処理の一例を示す図。
【図１０】動作中のビデオ符号化処理の一例を示す図。
【図１１】ビデオコーディングシステムの一例を示す図。
【図１２】システムの一例を示す図。
【図１３】本発明の少なくとも幾つかの実施形態による装置全体の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、単なる具体例を示しているに過ぎない図面を参照しながら実施の形態を説明する
。説明の簡明化のため、図示されている要素は必ずしも寸法を表現しているとは限らない
。例えば、明確化のため、ある要素の寸法は他の要素と比較して強調されているかもしれ
ない。更に、適切である場合には、対応又は類似する要素を示すために参照ラベルが繰り
返し使用されている。
【００１０】
　添付図面を参照しながら1つ以上の構成及び配置を説明する。特定の構成及び形態が説
明されるが、例示を目的としていることが理解されるべきである。当業者は、本願の精神
及び範囲から逸脱することなく、他の構成及び配置が使用されてもよいことを認めるであ
ろう。本願で説明される技法及び/又は手段は、本願で明示的には説明されていない様々
な他のシステム及び形態でも使用されてよいことを、当業者は認めるであろう。
【００１１】
　以下の説明は、例えばシステムオンチップ(SoC)アーキテクチャ等のようなアーキテク
チャで使用されてよい様々な例を説明しているが、本願で説明されている技法及び/又は
手段の実施の形態は、特定のアーキテクチャ及び/又はコンピュータシステムには限定さ
れず、同様な用途の如何なるアーキテクチャ及び/又はコンピュータシステムにより使用
されてよい。例えば、複数の集積回路(IC)チップ及びパッケージを利用する様々なアーキ
テクチャ、及び/又はセットトップボックスやスマートフォン等のような様々なコンピュ
ータ装置及び/又は消費者電子装置(CE)が、本願で説明される技法及び/又は手段を利用し
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てよい。更に、以下の説明は、論理構成、システムコンポーネントのタイプや相互関係、
論理的な区分け/実現の際の選択肢等の様々な具体的な詳細事項を説明しているが、特許
請求の範囲に記載される事項はそのような具体的な詳細事項に依存せずに実施されてよい
。また、例えば制御構造及び完全なソフトウェア命令シーケンス等のような事項は、開示
される内容を曖昧にしないように詳細には説明されていない。
【００１２】
　本願で説明される内容は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア又はそれらの
任意の組み合わせにより実施されてもよい。本願で説明される内容は、コンピュータ読み
取り可能媒体(コンピュータで読み取ることが可能な媒体)に保存される命令として実現さ
れてもよく、命令は1つ以上のプロセッサにより読み取られて実行される。コンピュータ
読み取り可能媒体は、コンピュータ又はマシンにより読み取ることが可能な形式又はフォ
ームで情報を格納又は通信するための任意の媒体及び/又は手段を含んでよい。例えば、
コンピュータ読み取り可能媒体は、例えば、リードオンリメモリ(ROM)；ランダムアクセ
スメモリ(RAM)；磁気ディスク記憶媒体；光記憶媒体；フラッシュメモリ装置；電気、光
、音又はその他の形式の伝搬する信号(例えば、搬送波、赤外線信号、ディジタル信号)等
を含んでもよい。
【００１３】
　「一実施形態」、「実施の形態」、「実施例」等に関する明細書中の用語は、説明され
ている実施の形態が、特定の性質、構造又は特徴を有することを示すが、その特定の性質
、構造又は特徴を、必ずしも全ての実施の形態が有している必要はない。更に、そのよう
な語句は必ずしも同じ実施の形態を指していなくてもよい。ある実施の形態に関連して特
定の性質、構造又は特徴が説明されている場合、本願で明示的に説明されているか否かに
よらず、そのような特定の性質、構造又は特徴を他の実施の形態に応用することは当業者
にとって可能である。
【００１４】
　以下、スケーラブルビデオコーディングシステム、装置、製品及び方法が説明される。
スケーラブルビデオコーディングシステムにおいて、空間スケーラビリティ、時間スケー
ラビリティ、品質スケーラビリティ、ビット深度スケーラビリティ等を含む様々な種類の
スケーラビリティ(scalability)に関する処理を行うために、マルチレイヤ符号化方式が
使用される。本願による開示によれば、スケーラブルビデオコーディングシステムにおけ
るスケーラブルビデオ符号化の効率及び柔軟性を改善するように、様々な1つ以上のリフ
ァイニングフィルタ(refining　filter)が使用される。様々な実施の形態において、例え
ばスケーラブルビデオ符号化のレイヤ間予測(inter　layer　prediction)を可能にするた
めに、ビデオコーデック、ビデオエンコーダ、ビデオプロセッサ、メディアプロセッサ等
のうちの1つ以上により、リファイニングフィルタが使用されてよい。
【００１５】
　以下、スケーラブルビデオ符号化のレイヤ間予測を行うためのリファイニングフィルタ
を含むビデオ符号化に関し、システム、装置、製品及び方法を説明する。
【００１６】
　上述したように、高効率ビデオ符号化(HEVC)はスケーラブルビデオ符号化(SVC)の拡張
を含むように意図されている。HEVC-SVCビットストリームは、様々な空間解像度、様々な
フレームレート、様々な品質、様々なビット深度等におけるソースビデオコンテンツを表
す複数のサブセットビットストリームを含む。そして、スケーラビリティは、一般的には
ベースレイヤと少なくとも1つのエンハンスメントレイヤ(EL)とを含むマルチレイヤ符号
化構造を用いて行われ、下位のレイヤの画像(例えば、BL画像)から、或いは同じレベルの
レイヤで以前に符号化された画像から、画像又は画像の一部を予測できるようにする。そ
のような技術は最近のビデオサービス環境における異種のネットワーク及び装置と共に利
用される。例えば、SVCビットストリームは複数のサブセットビットストリームを含み、
サブセットビットストリームは、様々な解像度、フレームレート、品質、ビット深度等の
ソースビデオコンテンツをサブストリームが表現するように、それ自身でデコードされて
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もよい。様々なネットワーク及び装置の環境では、例えば帯域幅や装置の制約等により、
様々なビデオ品質が使用されている。
【００１７】
　以下において詳細に説明されるように、固定リファイニングフィルタ(fixed　refining
　filter)が、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータ(例えば、ベースレイヤ又は
下位レベルのエンハンスメントレイヤに関連付けられている画像)に適用され、改善され
た再構築ビデオデータ(refined　reconstructed　video　data)を生成する。改善された
再構築ビデオデータに基づいて、ビデオデータに関連するエンハンスメントレイヤのため
のレイヤ間予測が実行される。一実施形態において、固定リファイニングフィルタが適用
され、レイヤ間予測がエンコーダで実行され、エンハンスメントレイヤにおけるレイヤ間
予測に部分的に基づいて、ビットストリームはエンコードされる。別の例では、固定リフ
ァイニングフィルタが適用され、例えば表示装置による出力のためにエンハンスメントレ
イヤにおけるレイヤ間予測に部分的に基づいて、エンハンスメントレイヤ出力ビデオが生
成される。
【００１８】
　本願で使用されているように、「コーダ(coder)」という用語は、エンコーダ及び/又は
デコーダに関連していてよい。同様に、本願で使用されているように、「コーディング(c
oding)」という用語は、エンコーダによるビデオエンコーディングを実行すること、及び
/又はデコーダによるビデオデコーディングを実行することに関連していてよい。例えば
、ビデオエンコーダ及びビデオデコーダは何れもビデオデータをコーディングすることが
可能なコーダの一例である。更に、本願で使用されているように、「コーデック(codec)
」という用語は、エンコーダ及び/又はデコーダを利用するソフトウェア、ファームウェ
ア及び/又はハードウェアの任意の組み合わせ等のような任意のプロセス、プログラム又
は一群の処理に関連していてよい。更に、本願で使用されているように、「ビデオデータ
」という用語は、例えばビデオフレーム、画像データ、符号化ビットストリームデータ等
のようなビデオコーディングに関する任意のタイプのデータに関連していてよい。
【００１９】
　実施の形態は、国際ビデオコーデックコミッティで標準化される可能性のある技術とし
て、スケーラブルビデオコーディング(SVC)の課題に適用される。本願で説明されるよう
に、SVCビットストリームはベースレイヤサブビットストリームと少なくとも1つのエンハ
ンスメントレイヤビットストリームとを含んでよい。一般に、ベースレイヤビットストリ
ームはベースレイヤビデオを再構築するために独立にデコードされてよい。エンハンスメ
ントレイヤフレームは下位レイヤの再構築されたビデオから又は以前のエンハンスメント
レイヤフレームにより予測されるので(レイヤ間予測と言及される)、エンハンスメントビ
ットストリームは独立にはデコードできない。本願で更に説明されるように、下位のレイ
ヤベースレイヤ又は下位のレベルのエンハンスメントレイヤであってよい。
【００２０】
　従って、エンハンスメントレイヤビットストリームは、エンハンスメントレイヤの出力
ビデオを構築するために、下位のレイヤの再構築ビデオと共にエンコード/デコードされ
てもよい。レイヤ間予測の以前の設計では、エンハンスメントレイヤは、処理された下位
レイヤの再構築フレームから直接的に予測される。下位レイヤの再構築に関するそのよう
な処理は、例えば、空間スケーラビリティの場合にはフレームアップサンプリング(frame
　up-sampling)、ビット深度スケーラビリティの場合にはトーンマッピング(tone　mappi
ng)、又は何れの処理も施さずに通過させること等を含む。更に、以前の技法は、スケー
ラブルビデオコーディングのレイヤ間予測のために(オフセットと共に)アダプティブウィ
ーナーフィルタ(adaptive　Wiener　filter)を適用している。以下において詳細に説明さ
れるように、本願における実施の形態は、固定リファイニングフィルタを1つ以上適用し
、レイヤ間予測の効率を改善する。そのような技法は、例えば、SVCシステムの圧縮のパ
フォーマンスを改善し、コーデックの処理の複雑さを軽減する。
【００２１】
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　上述したように、SVCは最近のビデオサービス環境における異種のネットワークや装置
に対処するための手段である。SVCビットストリームは、それ自体でデコードできる複数
のサブビットストリームを含み、これらのサブビットストリームは、様々な解像度、様々
なフレームレート、様々な品質/SNR、様々なビット深度等と共にソースビデオコンテンツ
を表現する。様々なスケーラビリティを達成するため、マルチレイヤ符号化構造がしばし
ば使用される。一般に、SVCシステムでは1つのベースレイヤ(BL)及びいくつものエンハン
スメントレイヤ(EL)が使用される。
【００２２】
　図1は、本願の少なくとも1つの実施の形態に従って形成された、1つのベースレイヤ及
び1つのエンハンスメントレイヤと共にSVCエンコーダ102の一例を示す。図示されている
ように、エンコーダ102は1つのベースレイヤであるベース0(ベースレイヤ)104と1つのエ
ンハンスメントレイヤであるレイヤ1(エンハンスメントレイヤ)106とを含む。ベースレイ
ヤ画像は、ベースレイヤビデオを構築/再構築するために独立にエンコード/デコードされ
る。エンハンスメントレイヤ画像がエンコード/デコードされる場合に、下位のレイヤ画
像から予測されてもよいし、或いは同じレイヤの以前にエンコード/デコードされた画像
から予測されてもよい。従って、レイヤIDがNに等しいエンハンスメントレイヤをコーデ
ィングする場合に、N未満のレイヤIDの全てのレイヤが利用可能であるべきことが保証さ
れている。例えば、エンハンスメントレイヤ106をコーディングする場合、ベースレイヤ1
04は利用可能であることが保証されている。
【００２３】
　図示されているように、エンハンスメントレイヤ106はエンハンスメントレイヤ入力フ
レーム112を受信し、ベースレイヤ104はベースレイヤ入力フレーム114を受信する。更に
、図示されているように、ベースレイヤ入力フレーム114は、例えば空間的にデシメート
されることにより或いはビット深度削減等により、何らかの方法でエンハンスメントレイ
ヤフレーム112に関連するスケーラビリティを有する。一般に、エンハンスメントレイヤ
入力フレーム112とベースレイヤ入力フレーム114との間の(関連付けに使用される)スケー
ラビリティは、空間スケーラビリティ、品質/SNRスケーラビリティ、ビット深度スケーラ
ビリティ又はその他のスケーラビリティであってよい。
【００２４】
　上述したように、ベースレイヤ入力フレーム114は、イントラ予測(intra　prediction)
、インター予測(inter　prediction)及び/又はインターレイヤ予測を利用するHEVC/AVC対
応のコーディング技術によりベースレイヤ104でエンコードされてもよい。更に、ベース
レイヤ104は、変換(トランスフォーム)、量子化、インループフィルタリング、エントロ
コーディング、及び/又はSNRスケーラブルコーディング技術を利用して出力ビットストリ
ームを生成する。同様に、エンハンスメントレイヤ入力フレーム112はエンハンスメント
レイヤ106を介して処理され、出力ビットストリームを生成する。ベースレイヤ104及びエ
ンハンスメントレイヤ106からの出力ビットストリームはマルチプレクサ130により多重化
され、スケーラブルビットストリーム140を生成する。
【００２５】
　図示されているように、ベースレイヤ104は、エンハンスメントレイヤコーディングに
使用されるベースレイヤ情報122を、エンハンスメントレイヤ入力フレーム112のコーディ
ングを行うエンハンスメントレイヤ106に転送する。以下において詳細に説明するように
、エンハンスメントレイヤコーディングに使用されるベースレイヤ情報122は、1つ以上の
固定リファイニングフィルタをベースレイヤ104により生成された再構築ビデオデータに
適用することで(固定リファイニングにより)、リファインされた再構築ビデオデータを含
む又は含むように処理される。
【００２６】
　図2は、本願により開示される少なくとも1つの実施の形態による、スケーラブルビデオ
コーディング(SVC)システム200の一例を示す。一般に、システム200はスケーラブルビデ
オコーディングを実行するためにコンピュータが実行する処理方法を提供する。様々な実
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施の形態において、システム200は、1つ以上の標準規格又は標準仕様に従ってビデオ圧縮
及び解凍を実行してビデオコーデックを実行し、1つ以上の標準規格又は標準仕様は、例
えば、HEVC(High　Efficiency　Video　Coding)スタンダード(例えば、非特許文献1)及び
その任意のスケーラブルビデオコーディング(SVC)エクステンションである。システム200
及び/又はその他のシステム、方式又はプロセスはHEVC標準規格のSVCエクステンションに
関連して説明されているが、本願の開示内容は如何なる特定のビデオエンコーディング標
準規格又は標準仕様又はそれらのエクステンションにも限定されない。
【００２７】
　図示されているように、システム200は複数のビデオエンコーダを含むエンコーダサブ
システム201を含み、複数のビデオエンコーダはレイヤ0又はベースレイヤ(BL)エンコーダ
202と、レイヤ1又は第1エンハンスメントレイヤ(EL)エンコーダ204と、レイヤ2又は第2EL
エンコーダ206とを含む。システム200はデコーダサブシステム203の対応するビデオデコ
ーダも含み、レイヤ0(BL)デコーダ208と、レイヤ1(EL)デコーダ210と、レイヤ2(EL)デコ
ーダ212とを含む。一般に、BLはHEVC対応の形式でコーディングされている。上述したよ
うに、レイヤ識別情報(ID)がNに等しいELをコーディングする場合に、レイヤ間予測方式
で利用するために、N未満のレイヤIDの全てのコーディングレイヤを提供し、特定のELに
属する画像が下位のレイヤ画像(例えば、BL又は1つ以上の下位レイヤのEL)から又は同じ
レイヤで以前にコーディングされた画像から予測される。
【００２８】
　本願の開示によれば、以下において詳細に説明されるように、ELエンコーダ204、206の
双方又は一方が、レイヤ間予測モジュール232及び/又はレイヤ間予測モジュール234のう
ちの1つ以上により生成されたリファインされた再構築ビデオデータを利用して、レイヤ
間予測を実行する。例えば、一実施形態において、エンコーダ204は、レイヤ間予測モジ
ュール232から取得されたリファインされた再構築ビデオデータ242を少なくとも部分的に
利用してレイヤ間予測を実行する。更に、一実施形態において、エンコーダ206は、レイ
ヤ間予測モジュール232及び/又はレイヤ間予測モジュール234それぞれから取得されたリ
ファインされた再構築ビデオデータ242及び/又は再構築ビデオデータ244を少なくとも部
分的に利用してレイヤ間予測を実行する。以下において更に説明するように、レイヤ間予
測モジュール232は、下位レイヤ処理モジュール及びリファイニングフィルタリングモジ
ュールを含み、再構築されたベースレイヤビデオデータ252に少なくとも部分的に基づい
て、再構築されたビデオデータ242を生成する。更に、レイヤ間予測モジュール234は、下
位レイヤ処理モジュール及びリファイニングフィルタリングモジュールを含み、再構築さ
れたベースレイヤビデオデータ252及び/又は再構築されたベースレイヤビデオデータ254
に少なくとも部分的に基づいて、再構築されたビデオデータ244を生成する。
【００２９】
　上述したように、ELは再構築されたリファレンスレイヤビデオデータを利用してレイヤ
間予測を実行する。上述したように、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータはBL
又は下位レベルのEL(又は双方)からELで受信される。本願で使用されるように、「リファ
レンスレイヤ」(RL)という用語は、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータを受信
及び使用してレイヤ間予測を実行するELに、再構築されたリファレンスレイヤビデオデー
タを提供するEL又はBLに関連する。一般に、再構築されたリファレンスレイヤビデオデー
タを受信及び使用してレイヤ間予測を実行するELは、「ターゲットEL」又は単にELと考え
られてよい場合がある。
【００３０】
　エンコーダ202、204、206のうちの任意の1つ以上を利用して、エンコーダサブシステム
201は個別的なビットストリームをエントロピエンコーダ224に提供する。そして、エント
ロピエンコーダ224は、複数のレイヤのスケーラブルビデオコンテンツを含む圧縮された
ビットストリーム216を、デコーダサブシステム203のエントロピデコーダ228に提供する
。本願の開示によれば、以下において詳細に説明されるように、ELデコーダ210、212の双
方又は一方が、レイヤ間予測モジュール262又はレイヤ間予測モジュール264からそれぞれ
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取得したリファインされた再構築ビデオデータ272又はリファインされた再構築ビデオデ
ータ274を利用して、ビデオデータをデコードする際にレイヤ間予測を実行する。例えば
、一実施形態において、デコーダ210はレイヤ間予測モジュール262から受信したリファイ
ンされた再構築ビデオデータ272を利用してレイヤ間予測を実行する。更に、一実施形態
において、デコーダ212は、レイヤ間予測モジュール262及び/又はレイヤ間予測モジュー
ル264のうち双方又は一方から取得したリファインされた再構築ビデオデータ272及び/又
はリファインされた再構築ビデオデータ274をそれぞれ利用して、レイヤ間予測を実行す
る。
【００３１】
　図2においては、システム200が、スケーラブルビデオコンテンツの3つのレイヤを利用
し、サブシステム201における3つのエンコーダ(及び2つのレイヤ間予測モジュール)とサ
ブシステム203における3つのデコーダ(及び2つのレイヤ間予測モジュール)とが対応する
組をなすように示されているが、任意の数のスケーラブルビデオコーディングのレイヤ、
対応するエンコーダ、デコーダ及びレイヤ間予測モジュールが本願の開示に関して使用さ
れてよい。更に本願による開示は図2に示す特定のコンポーネントに限定されず及び/又は
システム200の様々なコンポーネントの配置方法にも限定されない。
【００３２】
　更に、エンコーダサブシステム201は、例えばビデオコンテンツサーバシステムを含む
コンテンツプロバイダシステムに関連付けられ及び/又はコンテンツプロバイダにより提
供されてよいこと、及びビットストリーム226は、トランシーバ、アンテナ、ネットワー
クシステム等の図2には示されていない様々な通信コンポーネント及び/又はシステムを介
してデコーダサブシステム203まで送信又は搬送されてよいことが、認められるであろう
。デコーダサブシステム203はコンピュータ装置(例えば、デスクトップコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、移動電話、モバイルフォン等)のよ
うなクライアントシステムに関連し、トランシーバ、アンテナ、ネットワークシステム等
の図2には示されていない様々な通信コンポーネント及び/又はシステムを介してビットス
トリーム226を受信することも認められるであろう。従って様々な実施の形態においてエ
ンコーダサブシステム201及びデコーダサブシステム203は一緒に又は別々に実施されても
よい。更に、本願で説明されるシステム、装置及び方法は画像に関するレイヤ間予測を実
行しているが、本願による開示はこれに限定されず、レイヤ間予測は、例えば、シーケン
ス、レイヤ、画像、スライス又はビデオデータのブロックなどを含むビデオデータ画像の
任意の部分について実行されてよい。
【００３３】
　図3及び図4は、本願の開示による少なくとも或る実施の形態に従った、SVCコーデック
又はコーディングシステムの一例を示す。例えば、図3はSVCエンコーディングシステム例
300を示し、図4はSVCデコーディングシステム例400を示す。
【００３４】
　図3に示されているように、システム300はベースレイヤエンコーダ302及びエンハンス
メントレイヤエンコーダ304を含み、これらはシステム200のエンコーダ202及びエンコー
ダ204にそれぞれ対応していてもよい。システム300は例えばベースレイヤエンコーダ及び
エンハンスメントレイヤエンコーダのような2つのSVCコーディングレイヤに対応する2つ
のエンコーダ302、304しか含んでいないが、任意の数のSVCコーディングレイヤ及び対応
するエンコーダが本願の開示に従って図3に示す構成に加えて使用されてよい。例えば、
追加的なエンハンスメントレイヤに対応する追加的なエンコーダは、システム300に含ま
れていてもよく、後述のエンコーダ304に関する説明と同様にエンコーダ302とやり取りを
行う。例えば、図示の簡明化の観点から、べースレイヤエンコーダ302及びエンハンスメ
ントレイヤエンコーダ304に関する説明がなされているが、システム300は本願で説明され
るように、リファレンスレイヤ及びエンハンスメントレイヤに関連する任意のリファレン
スレイヤエンコーダ及びエンハンスメントレイヤエンコーダを含んでよい。一般に、リフ
ァレンスレイヤエンコーダは、ベースレイヤ(図示せず)に関するエンコーダであってもよ
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いし、或いはエンハンスメントレイヤエンコーダ304に関するエンハンスメントレイヤよ
り下位レベルの任意のエンハンスメントレイヤに関するエンコーダであってもよい。
【００３５】
　図示されているように、ベースレイヤエンコーダ302はベースレイヤ入力ビデオ308を受
信し、エンハンスメントレイヤエンコーダ304はエンハンスメントレイヤ入力ビデオ306を
受信する。一般に、ベースレイヤ入力ビデオ308はビデオデータ350のベースレイヤに関連
し、エンハンスメントレイヤ入力ビデオ306はビデオデータ350のエンハンスメントレイヤ
(例えば、ターゲットのエンハンスメントレイヤ)に関連する。別の例の場合、本願に示さ
れているように、ビデオデータ350はリファレンスレイヤ(例えば、下位レベルのエンハン
スメントレイヤ)とエンハンスメントレイヤ(例えば、ターゲットのエンハンスメントレイ
ヤ)とを含んでいてもよい。更に、本願で説明されるように、ベースレイヤ入力ビデオ308
はエンハンスメントレイヤ入力ビデオ306に関するスケーラビリティを有し、例えば、ベ
ースレイヤは、空間により、品質により、ビット深度削減等により、何らかの観点からデ
シメートされている。
【００３６】
　図示されているように、システム300は、リファイニングフィルタリングモジュール(re
fining　filtering　module)362と選択的な下位レイヤ処理モジュール364とを有するレイ
ヤ間予測モジュール360を含む。一般に、レイヤ間予測モジュール360は、例えば、システ
ム300の個別的なモジュールとして(図示せず)、エンハンスメントレイヤエンコーダ304の
一部分として、ベースレイヤエンコーダ302の一部分として等の形態で実現されてもよい
。以下において詳細に説明されるように、下位レイヤ処理モジュール364は、再構築され
たベースレイヤビデオデータ315に、下位レイヤ処理を施す。様々な具体例に関し、下位
レイヤ処理は、空間スケーラビリティの場合にはアップサンプリング、又はビット深度ス
ケーラビリティの場合にはトーンマッピング等を含んでよい。本願で説明されているよう
に、一例として、何らの下位レイヤ処理も適用されなくてよい場合がある。リファイニン
グフィルタリングモジュール362は、(下位レイヤ処理を伴っても伴わなくてもよいが)再
構築されたベースレイヤビデオデータ315に固定リファイニングフィルタ(fixed　refinin
g　filter)を適用し、リファインされた再構築ビデオデータ365を生成する。エンハンス
メントレイヤエンコーダ304は、リファインされた再構築ビデオデータ365に少なくとも部
分的に基づいてレイヤ間予測を実行し、以下において詳細に説明されるように、システム
300はエンハンスメントレイヤエンコーダ304においてレイヤ間予測に少なくとも部分的に
基づいてビットストリーム342をエンコードしてもよい。
【００３７】
　システム300を用いてSVCコーディングを行う場合に、エンハンスメントレイヤ入力ビデ
オ306の少なくともいくつかのブロックは、ベースレイヤエンコーダ302により処理された
ベースレイヤ入力ビデオ308のうちの1つ以上の画像から、或いはエンハンスメントレイヤ
エンコーダ304により以前にエンコードされた同じエンハンスメントレイヤにおける他の
ビデオデータ(例えば、画像)から、エンハンスメントレイヤエンコーダ304により予測さ
れる。以下において詳細に説明されるように、システム300を用いてレイヤ間予測処理を
行う場合に、エンハンスメントレイヤ入力フレーム306のうちの1つ以上の画像は、レイヤ
間予測モジュール360(特に、リファイニングフィルタリングモジュール362)におり提供さ
れるリファインされたビデオデータ365の画像の少なくとも一部を用いて、レイヤ間予測
の処理に委ねられる。画像レベルに関して(すなわち、画像を単位として)説明されている
が、リファインされた再構築ビデオを用いて本願で説明されるエンハンスメントレイヤの
レイヤ間予測を実行する処理は、例えば、シーケンス、レイヤ、画像、スライス又はブロ
ック等のレベル(単位)に適用されてもよい。
【００３８】
　一般に、再構築されるベースレイヤデータ315は、コーディングループを用いてベース
レイヤ入力ビデオ308の処理に基づいて決定され、コーディングループは、変換及び量子
化モジュール312、逆量子化及び逆変換モジュール314、インループフィルタリングモジュ
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ール316、インター予測モジュール320、イントラ予測モジュール322、及び/又はモード判
定モジュール326等を含む。図3に示されているように、再構築されたベースレイヤビデオ
データ315は、インループフィルタリングモジュール316から取得されてもよい。モジュー
ル312、314、316、320、324、326の機能は当該技術分野で知られており、本願において更
には説明しない。
【００３９】
　本願で説明されるように、エンハンスメントレイヤエンコーダ304において、リファイ
ンされたビデオデータ365はモード判定モジュール339において受信され、例えば、コーデ
ィングループを用いてエンハンスメントレイヤ入力フレーム306のブロック、ブロックに
類するもの又は画像に関するレイヤ間予測を実行するために少なくとも部分的に使用され
、コーディングループは、変換及び量子化モジュール328、逆量子化及び逆変換モジュー
ル330、インループフィルタリングモジュール332、イントラ予測モジュール338、インタ
ー予測モジュール335、及び/又はモード判定モジュール339等を含んでもよい。モジュー
ル328、330、332、338、335の機能は当該技術分野で知られており、本願において更には
説明しない。本願で説明されるように、モード判定モジュール339は本願で説明されるよ
うにイントラ予測モジュール338、インター予測モジュール335、及びリファインされた再
構築ビデオデータ365の間でモード判定を実行するように形成されている。本願で説明さ
れているように、本願の開示によれば、エンハンスメントレイヤエンコーダ304は、リフ
ァインされた再構築ビデオデータ365を利用して、エンハンスメントレイヤ入力ビデオ306
の画像又はブロック等に関するレイヤ間予測を実行する。例えば、エンハンスメントレイ
ヤエンコーダ304は、エンハンスメントレイヤ入力ビデオ306を利用して、エンハンスメン
トレイヤ入力ビデオ306の画像又はブロック等に関するレイヤ間予測を実行する。理解さ
れるように、エンハンスメントレイヤ入力ビデオ306の任意の数のフレーム又は他の入力
データのうちの任意の数のブロック又は画像等について、レイヤ間補償が実行されてもよ
い。
【００４０】
　様々な実施の形態において、ベースレイヤエンコーダ302及びエンハンスメントレイヤ
エンコーダ304の双方又は一方は、ベースレイヤ入力ビデオ308の少なくとも一部及びエン
ハンスメントレイヤ入力ビデオ306の少なくとも一部のコーディングされた残留部分又は
残差(coded　residual)に対応する圧縮係数を、エントロピエンコーダモジュール340にそ
れぞれ提供する。エントロピエンコーダモジュール340は、(例えば、文脈依存型バイナリ
演算コーディング(Context-adaptive　binary　arithmetic　coding：CABAC)により)残差
のロスレス圧縮を実行し、エンコードされた残差を含む多重化されたSVCビットストリー
ム342をシステム300からの出力として提供する。更に、本願において詳細に説明されるよ
うに、ビットストリーム342は、本願で説明されるような固定リファイニングフィルタリ
ングを適用するか否かを示すフラグのようなインジケータを含んでもよい。本願で詳細に
説明されるように、そのようなインジケータの値に応じて、デコーディングシステムは本
願で説明されるようなレイヤ間予測モジュールから受信したリファインされた再構築ビデ
オデータを利用してレイヤ間予測を実行する又は実行しない。更に本願で詳細に説明され
るように、ビットストリーム342は、複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固
定リファイニングフィルタを適用するかを示す固定リファイニングフィルタインジケータ
を含んでもよい。そのような固定リファイニングフィルタインジケータの値に応じて、デ
コーディングシステムは複数の固定リファイニングフィルタのうちの或る固定リファイニ
ングフィルタを適用してもよい。
【００４１】
　図4を参照すると、システム400はベースレイヤデコーダ402及びターゲットエンハンス
メントレイヤデコーダ404を含み、これらは例えばシステム200のデコーダ208及びデコー
ダ210にそれぞれ対応している。システム400は2つのSVCコーディングレイヤに対応する2
つのデコーダ402、404しか含んでいないが、任意の数のSVCコーディングレイヤ及び対応
するデコーダが図4に示す構成に加えて本願の開示に従って使用されてよい。例えば、追
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加的なエンハンスメントレイヤに対応する追加的なデコーダが、システム400に含まれて
よく、エンハンスメントレイヤデコーダ404に関してなされる説明と同様にベースレイヤ
デコーダ402とやり取りを行う。例えば、説明の簡明化のため、ベースレイヤデコーダ402
及びエンハンスメントレイヤデコーダ404に関して説明されているが、システム400は本願
で説明されるようにリファレンスレイヤ及びエンハンスメントレイヤに関する任意のリフ
ァレンスレイヤデコーダ及びエンハンスメントレイヤデコーダを含んでもよい。一般に、
リファレンスレイヤデコーダはベースレイヤ(図示せず)に関するデコーダであってもよい
し、或いはエンハンスメントデコーダ404に関するエンハンスメントレイヤより下位のレ
ベルの任意のエンハンスメントレイヤに関するデコーダであってもよい。
【００４２】
　システム400を用いてSVCを実行する場合に、エンハンスメントレイヤ出力ビデオ406(例
えば、エンハンスメントレイヤ出力フレーム)における様々な画像又はブロック等は、ベ
ースレイヤデコーダ402により処理されたベースレイヤ出力ビデオデータ408(例えば、ベ
ースレイヤ出力フレーム)の画像又はブロック等から、又はエンハンスメントレイヤデコ
ーダ404により同じエンハンスメントレイヤで以前にデコードされた他の画像又はブロッ
ク等から、エンハンスメントレイヤデコーダ404によりレイヤ間予測に委ねられてもよい
。本願で詳細に説明されるように、エンハンスメントレイヤ出力フレーム406のブロック
に関するそのようなレイヤ間予測は、レイヤ間予測モジュール460により提供されるリフ
ァインされた再構築ビデオデータ465を利用してもよい。レイヤ間予測モジュール460は、
リファイニングフィルタリングモジュール462及び選択的な下位レイヤ処理モジュール464
を含んでもよい。一般に、レイヤ間予測モジュール460は、システム400の個別的なモジュ
ールとして(図示せず)、エンハンスメントレイヤデコーダ404の一部分として、ベースレ
イヤデコーダ402の一部分として等の形態で実施されてもよい。下位レイヤ処理モジュー
ル464は、再構築されたベースレイヤビデオデータ415に、下位レイヤ処理を適用してもよ
い。様々な例において、下位レイヤ処理は、空間スケーラビリティの場合にはアップサン
プリング、ビット深度スケーラビリティの場合にはトーンマッピング等を含んでもよい。
本願説明されるように、一例として、何らの下位レイヤ処理も適用されなくてよい場合が
ある。リファイニングフィルタリングモジュール462は、(下位レイヤ処理を伴っても伴わ
なくてもよいが)再構築されたベースレイヤビデオデータ415に固定リファイニングフィル
タを適用し、リファインされた再構築ビデオデータ465を生成する。
【００４３】
　本願で説明されるように、システム400はエンコードされたビットストリーム401を受信
及びデコードするエントロピデコーダ440を含み、ベースレイヤデコーダ402にベースレイ
ヤビデオデータ442を提供し、エンハンスメントレイヤデコーダ404にエンハンスメントレ
イヤビデオデータ444を提供する。本願で説明されるように、ベースレイヤデコーダ402は
、逆量子化及び逆変換モジュール414、イントラ予測モジュール412、インター予測モジュ
ール416、インループフィルタリングモジュール418、及び/又はモード判定モジュール427
を含む。図4に示されているように、再構築されたベースレイヤビデオデータ415は、イン
ループフィルタリングモジュール418から取得されてもよい。モジュール412、414、416、
418、426の機能は当該技術分野で知られており、本願において更には説明しない。
【００４４】
　本願で説明されるように、リファインされた再構築ビデオデータ465は、エンハンスメ
ントレイヤデコーダ404のシンタックス指定モジュール(syntax　specification　module)
428に提供される。エンハンスメントレイヤデコーダ404は、逆量子化及び逆変換モジュー
ル422、イントラ予測モジュール420、インター予測モジュール424、インループフィルタ
リングモジュール426を含む。レイヤ間予測を実行するように動作する場合、エンハンス
メントレイヤデコーダ404は、リファインされた再構築ビデオデータ465を利用して、エン
ハンスメントレイヤ出力ビデオ406(例えば、エンハンスメントレイヤ出力フレーム)の様
々なブロックに関する画素データを再構築する。更に、エンハンスメントレイヤデコーダ
404は、ビットストリーム401により提供されるインジケータの値に基づく処理を行い、ビ
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ットストリーム401は図2のビットストリーム226や、図3のビットストリーム342に対応し
ていてもよい。例えば、ビットストリーム401は、本願で説明されるような固定リファイ
ニングフィルタリングを適用するか否かを示すフラグのようなインジケータを含んでもよ
い。本願で詳細に説明されるように、そのようなインジケータの値に応じて、デコーディ
ングシステムは本願で説明されるようなレイヤ間予測モジュールから受信したリファイン
された再構築ビデオデータを利用してレイヤ間予測を実行する又は実行しない。更に、ビ
ットストリーム401は、複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固定リファイニ
ングフィルタを適用するかを示す固定リファイニングフィルタインジケータを含んでもよ
い。そのような固定リファイニングフィルタインジケータの値に応じて、システム400は
、(例えば、レイヤ間予測モジュール460及び/又はリファイニングフィルタリングモジュ
ール462により)複数の固定リファイニングフィルタのうちの或る固定リファイニングフィ
ルタを適用してもよい。一例として、固定リファイニングフィルタは後述するように係数
及びオフセットを適用してもよい。適用される係数及び/又はオフセットは、固定された
リファイニングフィルタに特化しており、何れの固定リファイニングフィルタを適用する
かを選択することで、適用される係数及び/又はオフセットを指定する。
【００４５】
　本願で説明されるように、レイヤ間予測モジュールは(例えば、リファイニングフィル
タリングモジュールにより)、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに、固定リ
ファイニングフィルタを適用し、リファインされた再構築ビデオデータを生成する。リフ
ァインされた再構築ビデオデータは、(例えば、エンハンスメントレイヤエンコーダ又は
デコーダにより)ビデオデータに関するエンハンスメントレイヤのレイヤ間予測を実行す
るために使用される。本願で説明されるように、ベースレイヤ及びエンハンスメントレイ
ヤのビデオデータは、空間スケーラビリティ、品質/SNRスケーラビリティ、ビット深度ス
ケーラビリティ又は他のスケーラビリティ等による相対的なスケーラビリティに起因して
相違していてもよい。更に、下位レイヤ処理は、固定リファイニングフィルタを適用する
前に、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに適用されてもよい。一般に、下位
レイヤ処理の内容はスケーラビリティに依存していてもよい。例えば、空間スケーラビリ
ティの場合にはアップサンプリングが適用され、ビット深度スケーラビリティの場合には
トーンマッピングが適用され、一例として、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデ
ータを、何も処理を施すことなく通過させてもよい。一般に、適用される固定リファイニ
ングフィルタは、レイヤ間予測の精度を向上させるように、処理された下位レイヤの再構
築画像に適用されてもよい。ELコーディングの圧縮効率は、改善されたレイヤ間予測を用
いることで増進される。
【００４６】
　一例として、固定リファイニングフィルタを適用する処理は、1つの固定リファイニン
グフィルタを使用することを含んでよい。別の例において、固定リファイニングフィルタ
を適用する処理は、複数の固定リファイニングフィルタを使用することを含んでよい。一
例として、一群の固定フィルタがレイヤ間予測をリファイン又は改善するために使用され
てもよい。図5は、本願の開示による少なくとも1つの形態に従って形成された固定リファ
イニングフィルタリングの一例を示す。図5は本願の開示による少なくとも1つの形態に従
ってなされるリファイニングフィルタリング処理も示している。図示されているように、
再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572は、リファインニングフィルタリン
グモジュール570で受信される。一般に、リファイニングフィルタリングモジュール570は
リファイニングフィルタリングモジュール362又はリファイニングフィルタリングモジュ
ール462等に対応してもよく、一般にリファイニングフィルタリングモジュール570は本願
で説明されるようにエンコーダ又はデコーダにおいて使用されてもよい。本願で説明され
るように、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータ572は、下位レイヤ処理モジュ
ールにより(例えば、モジュール364、464等により)事前に処理されていてもよいし、或い
は何らの予備的な処理もなされていなくてもよい。予備的な処理がなされる例の場合、再
構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572は、処理された下位レイヤの再構築さ
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、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータ572は1つ以上の固定フィルタ574により
フィルタリングされ、1つ以上のリファインされた画像578を生成する。
【００４７】
　本願で説明されるように、一例として、単独の固定フィルタ574を利用して1つのリファ
インされた画像578を生成してもよい。そのような例の場合、最良リファイン処理決定部5
76は省略され、単独のリファインされた画像578が、リファインされたビデオデータ580と
して転送される。
【００４８】
　複数の固定フィルタ574が使用される例の場合に、ただ1つのリファインされた画像が生
成されてもよい。例えば、複数の固定フィルタのうち1つの固定フィルタが選択され、選
択された固定フィルタのみがリファインされた画像を生成し、リファインされた再構築ビ
デオデータ580(リファインされた再構築ビデオデータ365、465等に対応してもよい)とし
て転送されてもよい。例えば、デコーダにおいて使用される場合、本願で説明されるよう
に、受信されたビットストリームは、複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固
定リファイニングフィルタを適用するかを示す固定リファイニングフィルタインジケータ
を含んでいてもよい。他の実施の形態では(エンコーダ又はデコーダにおいて)、最良リフ
ァイン処理決定部576が、複数の固定フィルタのうち使用する1つの固定フィルタを決定す
るために使用される。例えば、最良リファイン処理決定部576は、再構築されたリファレ
ンスレイヤビデオデータ572を受信及び評価し、何れの固定フィルタを適用するかを決定
する。再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572の評価は、ローカルな適応的
な方法、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572のローカルなエッジ情報(lo
cal　edge　information)を評価する処理、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデ
ータ572の勾配の大きさ(gradient　strength)を評価する処理、又は再構築されたリファ
レンスレイヤのビデオデータ572のローカルな分散(variance)を評価する処理等に少なく
とも部分的に基づいていてもよい。一般に、上記のエッジ情報、勾配の大きさ、ローカル
な分散又は他の判断基準値は、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572の評
価において別々に使用されてもよい。そのような技法の具体例については後述する。
【００４９】
　別の例において、複数の固定フィルタ574の各々がリファインされた画像578の関連する
リファイン画像を生成し、最良リファイン処理決定部576が、リファイン画像578を評価し
、選択されるリファイン画像を決定し、それがリファインされた再構築ビデオデータ580
として転送される。この決定は、リファイン画像578と再構築されたリファレンスレイヤ
のビデオデータ572の画像との比較等のような、リファイン画像578の適切な如何なる組み
合わせに基づいていてもよい。画像レベルの例(画像を単位とする例)を説明しているが、
本願で説明されるように、リファイニングフィルタリングモジュール570及び本願で説明
される他のモジュールは、画像、スライス、ブロック等を単位とする任意のレベルで処理
を行ってもよい。
【００５０】
　一般に、固定フィルタ574は、本願で説明されているように、再構築されたリファレン
スレイヤビデオデータから、リファインされた再構築ビデオデータを生成する適切な如何
なる固定フィルタを含んでいてもよい。例えば、(x,y)の位置におけるフィルタリング前
の画像の画素値をP(x,y)とすると(例えば、これは再構築されたリファレンスレイヤのビ
デオデータ572に関連する)、リファイニングフィルタリング(例えば、複数の固定フィル
タ574のうちの或る固定フィルタ)は、以下の数式(1)に示すようにしてP(x,y)について実
行する。
【００５１】
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【数１】

ここで、Ci及びOiはi番目の固定フィルタのフィルタ係数及びオフセット値を示し、M0、M

1、N0、N1はフィルタウィンドウを規定するパラメータであり、P’はリファインされた画
像(例えば、リファインされた再構築ビデオデータ)を表現する。一般に、M0、M1、N0、N1
に関する様々な設定により、フィルタは、対称的、非対称的、1次元的又は2次元的に形成
される。本願で説明されるように、そのような処理の後に、最良リファイン処理決定部57
6は最適なリファインされた結果(例えば、リファインされた画像578のうち最適な結果を
もたらすもの)を決定してもよい。従って、この例の場合、固定リファイニングフィルタ
を適用する処理は、(数式(1)に示されているように)再構築されたリファレンスレイヤの
ビデオデータ(例えば、画素のデータ)とフィルタ係数との内積(又は点乗積又はスカラ積)
を計算し、オフセット値を加えることを含む。一例として、固定リファイニングフィルタ
を適用する処理は、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータのフィルタウィンド
ウに、固定リファイニングフィルタを適用することを含んでもよい。他の例において、固
定リファイニングフィルタを適用する処理は、再構築されたリファレンスレイヤのビデオ
データの全体に、固定リファイニングフィルタを適用することを含んでもよい。
【００５２】
　上述したように図5は固定リファイニングフィルタの例を示す。一般に、固定リファイ
ニングフィルタは各自の特性を有していてもよい。例えば、本願で説明されるように、(1
つしか使用されない場合の)固定リファイニングフィルタ又は複数の固定フィルタのうち
の1つ以上は、対称的な固定リファイニングフィルタ、非対称な固定リファイニングフィ
ルタ、一次元的な固定リファイニングフィルタ、分散した二次元的な固定リファイニング
フィルタ、又は分散していない二次元的な固定リファイニングフィルタを含んでいてもよ
い。更に、様々な例において、(1つしか使用されない場合の)固定リファイニングフィル
タ又は複数の固定フィルタのうちの1つ以上は、空間平滑化フィルタ(spatial　smoothing
　filter)、空間先鋭化フィルタ(spatial　sharpening　filter)、特定ヒストグラムバン
ド強調フィルタ(particular　histogram　band　enhancement　filter)、特定ヒストグラ
ムバンドパスフィルタ、低周波強調フィルタ、高周波強調フィルタ、特定周波数バンド強
調フィルタ、ハイパス周波数フィルタ、バンドパス周波数フィルタ、ローパス周波数フィ
ルタ又はその他のフィルタであってもよい。
【００５３】
　一例として、ローパスフィルタは、再構築された入力画像よりも滑らかな(平滑化され
た)リファイン画像を提供してもよい。(数式(1)に関する)ローパスフィルタの係数及びオ
フセットの一例を数式(2)に示す。
【００５４】

【数２】

　(数式(1)に関する)ローパスフィルタの係数及びオフセットの別の例を数式(3)に示す。
【００５５】
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【数３】

　一例として、高周波強調フィルタは、再構築された入力画像よりも先鋭化されたリファ
イン画像を提供してもよい。(数式(1)に関する)高周波強調フィルタの係数及びオフセッ
トの一例を数式(4)に示す。
【００５６】

【数４】

　一般に、任意の数の固定フィルタが任意の組み合わせで使用されてよい。実施の形態に
おいて、(例えば、リファイニングを行うために使用される)2つの固定フィルタが使用さ
れ、一方の固定フィルタは予測画像を平滑化するローパスフィルタであり、他方のフィル
タは予測画像を鋭くする(シャープにする)高周波強調フィルタであってもよい。例えば、
ローパスフィルタは数式(2)又は(3)の係数及びオフセットを利用してもよく、高周波強調
フィルタは数式(4)の係数及びオフセットを利用してもよい。
【００５７】
　一例として、単独の固定フィルタが使用され(この場合、最良リファイン処理決定部576
は使用されなくてよい)、単独の固定フィルタはローパスフィルタを含んでいてもよい。
例えば、数式(2)又は(3)の係数及びオフセットを利用する単独の固定フィルタが使用され
てもよい。一例として、固定フィルタのオフセット値をゼロに設定してもよい。一例とし
て、固定フィルタはゼロに設定された強調フィルタ係数値と共に使用されてもよい。
【００５８】
　更に詳細に説明するように、一実施形態において、固定リファイニングフィルタがレイ
ヤ間予測に適用される場合、固定リファイニングフィルタがオンであるかオフであるかの
判断がなされてもよい(例えば、固定リファイニングフィルタリングが実行されるべきか
否かの判断がなされてもよい)。更に、複数の固定フィルタ(例えば、リファイニングフィ
ルタ)が使用又は利用される場合、何れのフィルタが使用されるか(例えば、最適な固定フ
ィルタ)が判定されてもよい。そのような判定又は判断は様々なレベルでなされてよい。
例えば、固定フィルタは、シーケンス、レイヤ、画像、スライス又はブロックのレベル(
単位)でオン又はオフにされてもよい。更に、リファイニングを行う際に何れのフィルタ
が使用されるかは、シーケンス、レイヤ、画像、スライス又はブロックのレベルで切り替
えられてもよい。例えば、そのような判断は、エンコーダがリファイニングフィルタのオ
ン/オフを判断して最適なフィルタを決定するように、エンコーダによりなされ、判断結
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【００５９】
　一例として、(使用される複数のフィルタのうち)何れのフィルタを適用するかの判断は
、ローカルな適応的な方法(local　adaptive　method)でなされてもよい。一実施形態に
おいて、再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572(例えば、フィルタリング前
の画像)のローカルな特徴が、固定フィルタ(例えば、リファイニングフィルタ)の使い方
を決定するために評価又は分析されてもよい。例えば、ローカルエッジ情報、勾配の大き
さ、ローカルな分散、又は再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572に関する
他の判断基準値が、判断を行う際に使用されてもよい。例えば、エンコーダ及びデコーダ
の双方が同じ(又は類似する)処理を実行し、同じ又は実質的に同じ判断を行ってもよい。
そのような例の場合、エンコードされたビットストリームに、追加的なフラグは不要であ
る。
【００６０】
　上述したように、ローカルエッジ情報、勾配の大きさ、ローカルな分散、再構築された
リファレンスレイヤのビデオデータ572に関する他の判断基準値は、何れのフィルタを適
用するかを判断する際に使用されてよい。例えば、ローパスフィルタ及びハイパスフィル
タが使用される場合、何れのフィルタが最適であるかを指定するために、可変の最適フィ
ルタインデックスが使用されてもよい。以下の例では、0である最適フィルタインデック
スはローパスフィルタが最適であることを示し、1である最適フィルタインデックスはハ
イパスフィルタが最適であることを示す。サイズがN×NであるブロックBを仮定した場合
、最適フィルタの判断は、次の数式(5)に示すようにしてなされてもよい。
【００６１】
【数５】

ここで、THは閾値(所定の閾値又は経験的に決定される閾値等)であり、func(・)はブロッ
クの判断基準値である。
【００６２】
　本願で説明されるように、様々な例において、ローカルエッジ情報、勾配の大きさ、ロ
ーカルな分散、又は再構築されたリファレンスレイヤのビデオデータ572に関する他の判
断基準値が使用されてよい。ローカルエッジ情報が使用される例の場合、func(・)は現在
のブロックのローカルエッジ情報に関する値を示し、以下の数式(6)、(7)、(8)に示され
るようにして決定される。
【００６３】
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【数６】

ここで、i及びjはカウンタ変数であり、Bはブロックに関連する値であり、Gはローカルエ
ッジ情報に関連している。
【００６４】
　勾配の強度が使用される場合、func(・)は現在のブロックの勾配の強度に関する値を示
し、以下の数式(9)に示されるようにして決定される。
【００６５】

【数７】

ここで、i及びjはカウンタ変数であり、Bはブロックに関連する値である。
【００６６】
　ローカルな分散が使用される場合、func(・)は現在のブロックのローカルな分散に関す
る値を示し、以下の数式(10)、(11)に示されるようにして決定される。
【００６７】
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【数８】

ここで、i及びjはカウンタ変数であり、Bはブロックに関連する値である。
【００６８】
　ブロックのレベル(単位)に関して説明されているが、数式(5)ないし(11)に関する上記
の手法は、例えば、がぞう、スライス、ブロック等の任意のレベル(単位)で使用されてよ
い。更に、2つのフィルタが適用される例が示されているが、説明された手法は任意の数
のフィルタに拡張されてよい。
【００６９】
　図6は、本願により開示される少なくとも幾つかの実施の形態によりなされるプロセス6
00の一例をフローチャートで示している。プロセス600は図6に示す1つ以上のブロック602
、604、606及び/又は608により示されている1つ以上の処理、機能又は動作を含んでよい
。プロセス600はスケーラブルビデオコーディングプロセスの少なくとも一部をなす。非
限定的な例により、プロセス600は、図4に示すデコーダシステムが実行する1つ以上のエ
ンハンスメントレイヤに関するスケーラブルビデオのデコードプロセスの少なくとも一部
をなしているが、プロセス600又はその一部は本願で説明されているスケーラブルビデオ
のエンコーディングプロセスの少なくとも一部をなすように使用されてよい。
【００７０】
　更に、プロセス600は図7に示すスケーラブルビデオコーディングシステム700に関連し
て説明される。図7は本願の開示による少なくとも1つの実施形態に従って形成された例示
的なシステム700の図を示す。図7に示されているように、システム700はプロセッサ702、
SVCコーデックモジュール706及びメモリ702を含んでよい。プロセッサ702は、本願の開示
によるレイヤ間予測を行うためにSVCコーデックモジュール706のインスタンスを作成する
。システム700の例において、メモリ708はビデオコンテンツを保存又は格納していてよい
。SVCコーデックモジュール706はソフトウェア、ファームウェア及び/又はハードウェア
の任意の組み合わせにより提供されてもよい。一例として、SVCコーデックモジュール706
又はより一般的に論理モジュールはレイヤ間予測モジュールを含み、レイヤ間予測モジュ
ールは、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータにこれいリファイニングフィルタ
を適用してリファインされた再構築ビデオデータを生成する及び/又はエンハンスメント
レイヤビデオコーダはリファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づい
てビデオデータに関するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測を実行する。メモ
リ708は、揮発性メモリ(例えば、スタティックランダムアクセスメモリ(SRAM)、ダイナミ
ックランダムアクセスメモリ(DRAM)等)又は不揮発性メモリ(例えば、フラッシュメモリ)
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等のような任意のタイプのメモリであってよい。非限定的な例として、メモリ708はキャ
ッシュメモリにより実現されてもよい。
【００７１】
　図6を参照すると、プロセス600は「ELについてレイヤ間予測を実行？」という判定ブロ
ック602から始まり、この判定はエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測が実行さ
れるべきか否かに関わる。レイヤ間予測が実行されるべき場合プロセス600はブロック604
に続くが、レイヤ間予測が実行されるべきで内場合プロセス600は終了してよい。一例と
して、デコーダの例の場合、レイヤ間予測が実行されるべきか否かの判定は、ビットスト
リームにアクセスしてインジケータ(例えば、ビットストリームフラグ)を判定することを
含んでもよく、そのインジケータはインター予測を実行するか或いは固定リファイニング
フィルタリングを適用するか等を示す。
【００７２】
　プロセス600は「何れの固定リファイニングフィルタを適用するかを決定」というブロ
ック604に続き、現在のシーケンス、レイヤ、画像、スライス又はブロックについて、複
数の固定リファイニングフィルタのうち、何れの固定リファイニングフィルタを使用する
かの判定がなされる。本願で説明されるように、一例として、単独の固定リファイニング
フィルタが使用されてもよい。そのような例の場合、ブロック604は省略されてよい。複
数の固定リファイニングフィルタが使用されるデコーダの例の場合、何れの固定リファイ
ニングフィルタを使用するかの判定は、ビットストリームにアクセスし、固定リファイニ
ングフィルタインジケータを判別することを含んでもよく、固定リファイニングフィルタ
インジケータは複数の固定リファイニングフィルタのうち何れの固定リファイニングフィ
ルタを使用するか示す。エンコーダの例の場合(及び固定リファイニングフィルタインジ
ケータが存在しない場合のデコーダの例の場合)、何れの固定リファイニングフィルタを
使用するかの判定は、本願で説明されるように、再構築されたリファレンスビデオデータ
を評価し及び/又は複数の固定リファイニングフィルタの結果(例えば、リファインされた
再構築ビデオデータ)を評価し、選択される固定リファイニングフィルタを決定すること
を含む。
【００７３】
　プロセス600は「固定リファイニングフィルタを適用」というブロック606に続き、単独
の又は選択された固定リファイニングフィルタが、再構築されたリファレンスビデオデー
タに適用され、リファインされた再構築ビデオデータを生成する。本願で説明されるよう
に、一例として、固定リファイニングフィルタ各々が既に適用され、その結果のデータが
固定フィルタを選択するために使用されてもよい。そのような例の場合、ブロック606は
省略されてもよい、或いはブロック606において、リファインされた再構築ビデオデータ
のうち選択されたものを転送する処理を含んでもよい。プロセス600は「リファインされ
た再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいてELについてレイヤ間予測を実行」と
いうブロック608に続き、本願で説明されるように、ビデオデータに関連するエンハンス
メントレイヤについてレイヤ間予測が実行される。
【００７４】
　本願で説明されるように、様々な実施の形態において、リファイニングフィルタリング
に先行して、下位レイヤの処理が実行されてもよい。そのような処理は、例えば、空間ス
ケーラビリティの場合にはアップサンプリング、ビット深度スケーラビリティの場合には
トーンマッピング等を含んでもよい。
【００７５】
　本願で説明されるように、様々な実施の形態において、プロセス600の一部(例えば、ブ
ロック602におけるレイヤ間予測を実行するか否かの判定)は、例えばデコーダに(例えば
、ビットストリームにより)提供された通知に応じてなされてもよい。図8は、本願の開示
による少なくとも1つの実施の形態に従って形成されたビットストリーム140、226、342、
401等のようなビットストリーム800の一例を示す。図8に示すように、ビットストリーム8
00はヘッダ部802及びデータ部804を含んでよい。ヘッダ部802は1つ以上のインジケータ80
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6を含んでよい。インジケータ806はインジケータ又はフラグ808を含み、インジケータ又
はフラグ808の値は、エンハンスメントレイヤの現在のシーケンス、レイヤ、画像、スラ
イス又はブロックについて、本願で説明しているように、レイヤ間予測を実行するか否か
或いは固定リファイニングフィルタリングを適用するか否か等を示す。更に、ビットスト
リーム800は他の情報を含んでもよく、例えば、上述したように、複数の固定リファイニ
ングフィルタのうち何れの固定リファイニングフィルタを適用するかを示す1つ以上の固
定リファイニングフィルタインジケータ810等を含んでもよい。本願で説明されるように
、一例として、何れの固定リファイニングフィルタを適用するかの選択は、適用される係
数及びオフセットを選択することになり、固定リファイニングフィルタの各々はその固定
リファイニングフィルタに特化した係数及びオフセットを適用する。
【００７６】
　本願で説明されるシステムの様々なコンポーネント(又は要素)はソフトウェア、ファー
ムウェア、ハードウェア及び/又はそれらの任意の組み合わせにより実施されてもよい。
例えば、システム300の様々なコンポーネントは、例えばスマートフォン等のようなコン
ピュータシステムに見受けられるコンピュータシステムオンチップ(SoC)のハードウェア
により少なくとも部分的に提供されていてもよい。本願で説明されているシステムは図面
に明示的には示されていない別のコンポーネントを含んでよいことを、当業者は認めるで
あろう。例えば、本願で説明されているシステムは、ビットストリームマルチプレクサ又
はデマルチプレクサモジュール等のような簡明化の観点から明示されていない更なるコン
ポーネントを含んでいてもよい。
【００７７】
　図9は、本願の開示による少なくとも1つの実施の形態に従って形成されたビデオコーデ
ィングプロセス900の一例をフローチャートで示す。図示の例において、プロセス900はブ
ロック902及び/又は904のうちの1つ以上により示されている1つ以上の処理、機能又は動
作を含んでよい。非限定的な例として、プロセス900は、本願で説明されているように、
ビデオコーディングシステム200、又はエンコーディングシステム300及びデコーディング
システム400を含むビデオシステムを実現する際に使用されてもよい。本願で説明されて
いるように、プロセス900は、エンコーディング又はデコーディングに関連し、説明され
ている概念及び/又は処理は一般的にコーディングについて同一又は類似する形式で適用
されてよい。
【００７８】
　プロセス900はスケーラブルビデオコーティングを実行するためにコンピュータが実行
する処理として利用されてよい。プロセス900は、「再構築されたリファレンスレイヤビ
デオデータに固定リファイニングフィルタを適用し、リファインされた再構築ビデオデー
タを生成する」という処理902から始まり、固定リファイニングフィルタが、再構築され
たリファレンスレイヤビデオデータに適用され、リファインされた再構築ビデオデータを
生成する。例えば、リファイインされた再構築ビデオデータ265がシステム200のレイヤ間
予測モジュール260のリファイニングフィルタリングモジュール262において生成されても
よいし、或いはリファイインされた再構築ビデオデータ365がシステム300のレイヤ間予測
モジュール360のリファイニングフィルタリングモジュール362において生成されてもよい
。本願で説明されているように、リファインされた再構築ビデオデータは固定フィルタに
基づくリファインされたデータを含み、固定フィルタは、再構築されたリファレンスレイ
ヤビデオデータとフィルタ係数との点乗積をとってオフセットを加え、係数及びオフセッ
トの値により様々な影響を及ぼすことが可能である。
【００７９】
　プロセスは処理902から、「リファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的
に基づいてビデオデータに関連するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測を実行
する」という処理904に続き、リファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的
に基づいてビデオデータに関連するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測が実行
される。レイヤ間予測は例えばシステム200のエンハンスメントレイヤエンコーダ204又は
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システム300のエンハンスメントレイヤデコーダ304において実行されてよい。
【００８０】
　一般に、プロセス900は、エンハンスメントレイヤのビデオデータのシーケンス、レイ
ヤ、画像、スライス又はブロック等のうちの何れも幾つについても、及び/又はデータの
幾つのフレームについても、直列的又は並列的に何回でも反復されてよい。その結果のレ
イヤ間予測は、例えば、表示装置による出力用の出力ビデオデータ(例えば、エンハンス
メントレイヤの1つ以上のフレーム)を生成する又はビットストリームをエンコードするた
めに使用されてよい。プロセス900に関連する追加的及び/又は代替的な詳細な処理につい
ては本願で説明される1つ以上の実施形態で使用され、特に図10に関連して説明される。
【００８１】
　図10は、本願の開示による少なくとも1つの実施の形態に従ってなされる動作中のビデ
オコーティングシステム例100及びビデオコーディング処理例1000の一例を示す。図示の
例において、プロセス1000は、1001、1002、1003、1004、1005、1006、1007、1008、1009
、1010、1011、1012、1013及び/又は1014のうちの1つ以上の処理により示される1つ以上
の処理、機能又は動作を含んでよい。非限定的な例として、プロセス1000は、図3のエン
コーダシステム300と図4のデコーダシステム400とを含むビデオコーディングシステムの
例を参照しながら説明される。
【００８２】
　図示の実施形態において、ビデオコーディングシステム100は論理モジュール1020等の
任意の要素の組み合わせを含んでよい。例えば、論理モジュール1020は、レイヤ間予測モ
ジュール1050及びエンハンスメントレイヤエンコーダ1055を含んでよいエンコーダ1030(
例えば、エンコーダ201、300に対応してもよい)と、レイヤ間予測モジュール1060及びエ
ンハンスメントレイヤデコーダ1065を含んでよいデコーダ1040(例えば、エンコーダ201、
300に対応してもよい)とを含んでよい。図10に示すように、ビデオコーディングシステム
100は、特定のモジュールに関連する1つの特定の一群のブロック又は処理を含んでいるが
、ブロック又は処理は図示されている特定のモジュールとは異なるモジュールに関連して
いてもよい。図示されているように、プロセス1000はエンコーディング及びデコーディン
グに関連しているが、説明されている概念及び/又は処理は、エンコーディング及び/又は
デコーディングに別々に適用されてよく、一般的にビデオコーディングに適用されてよい
。
【００８３】
　プロセス1000は「再構築された画像データに下位レイヤ処理を適用する」ことを示すブ
ロック1001から始まり、再構築された画像データに対して、下位レイヤ処理が適用される
。様々な例において、下位レイヤ処理は、空間スケーラビリティの場合にはアップサンプ
リング、ビット深度スケーラビリティの場合にはトーンマッピング等を含んでいてよい。
例えば、再構築されたベースレイヤビデオデータ315は下位レイヤ処理モジュール364によ
り処理されてもよい。一例として、下位レイヤ処理はレイヤ間予測モジュール1050により
実行されてもよい。
【００８４】
　プロセス1000はブロック1001から「何れの固定リファイニングフィルタを適用するかを
決定する」ことを示すブロック1002に続き、何れの固定リファイニングフィルタを適用す
るかが決定される。本願で説明されているように、一例として、固定リファイニングフィ
ルタを適用することについての判定が事前になされ、その判定は、再構築されたリファレ
ンスレイヤのビデオデータに基づいて、複数の使用可能な固定リファイニングフィルタの
中でなされてもよい。例えば、評価はローカルなアダプティブ方法に少なくとも部分的に
基づいていてもよく、その評価は、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータのロー
カルなエッジ情報、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータの勾配の大きさ、又は
再構築されたリファレンスレイヤビデオデータのローカルな分散等を評価することを含ん
でよい。
【００８５】
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　本願で説明されているように、他の例として、複数の固定リファイニングフィルタの各
々が、関連するリファインされた画像を生成し、何れの固定リファイニングフィルタを使
用するかの判定は、生成されたリファインされた画像に基づいていてもよい。この判定は
リファインされた画像の何らかの適切な比較に基づいていてもよく、そのような比較は、
例えば、リファインされた画像と再構築されたリファレンスレイヤビデオデータの画像と
の比較である。そのような例の場合、ブロック1002は必要に応じてブロック1003の後に実
行される。
【００８６】
　プロセス1000はブロック1002から「固定リファイニングフィルタを適用する」ことを示
すブロック1003に続き、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニ
ングフィルタが適用され、リファインされた再構築ビデオデータを生成する。本願で説明
されているように、一例では固定リファイニングフィルタは選択されたリファイニングフ
ィルタを含み、他の例では複数の固定リファイニングフィルタが適用され、生成されたデ
ータのうち最良の選択肢が使用されてもよい。更に他の例では、単独の固定リファイニン
グフィルタのみが使用/適用されてもよい。そのような例の場合、ブロック1002は省略さ
れてよい。一例として、固定リファイニングフィルタはレイヤ間予測モジュール1050にお
いて適用されてよい。
【００８７】
　プロセス1000は「レイヤ間予測を実行する」ことを示すブロック1004に続き、ビデオデ
ータに関連するエンハンスメントレイヤについてのレイヤ間予測が、リファインされた再
構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいて実行される。例えば、エンハンスメント
レイヤエンコーダ304は、リファインされた再構築ビデオデータ365に少なくとも部分的に
基づいてレイヤ間予測を実行してもよい。一例として、レイヤ間予測はエンハンスメント
レイヤエンコーダ1055において実行されてもよい。
【００８８】
　プロセス1000はブロック1004から「ビットストリームをエンコードする」ことを示すブ
ロック1005に続き、レイヤ間予測に少なくとも部分的に基づいて、ビットストリームがエ
ンコードされる。一例として、ビットストリームは残差コーディング(residual　coding)
によりエンコードされてもよい。本願で説明されているように、一例として、ビットスト
リームは、固定リファイニングフィルタを適用するか否かを示すインジケータ、及び/又
は(該当する場合には)複数の固定リファイニングフィルタのうち使用する固定リファイニ
ングフィルタを示すように設定された固定リファイニングフィルタインジケータを含んで
いてもよい。例えば、ビットストリームはエントロピエンコーダ340等においてエンコー
ドされてもよい。
【００８９】
　プロセス1000はブロック1005から「ビットストリームを転送する」ことを示すブロック
1006に続き、エンコードされたビットストリームが転送される。図示されているように、
エンコードされたビットストリームデコーダ1040に転送される。本願で説明されるように
、エンコーダ1030はコンテンツプロバイダシステムに関連していてもよく及び/又はコン
テンツプロバイダシステムにより提供されてもよく、デコーダ1040はクライアントシステ
ムに関連していてもよい。従って様々な例においてエンコーダ1030及びデコーダ1040はそ
れぞれ実質的に独立に実施されてよい。様々な例において、ビットストリームは、インタ
ーネットやメモリ装置等を介して転送されてもよい。理解されるように、一実施形態にお
いて、ビットストリームは直列的又は並列的に複数の装置に転送されてもよい。
【００９０】
　プロセス1000はブロック1006から、「固定リファイニングフィルタを適用するか否かを
指定するインジケータを判定するためにビットストリームにアクセスする」ことを示すブ
ロック1007に続いて処理が始まり、ビデオデータに関連するビットストリームがアクセス
され、固定リファイニングフィルタを適用するか否かを指定するインジケータを判定する
。インジケータは、例えばデコーダ300においてアクセスされてもよい。一例として、イ
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ンジケータはビットストリームフラグを含んでいてもよい。固定リファイニングフィルタ
が適用されない場合(又はレイヤ間予測が実行されない場合)、プロセス1000はブロック10
12まで省略されてもよい。
【００９１】
　固定リファイニングフィルタリングが実行されるべき場合(リファイニングフィルタイ
ンジケータがビットストリームにより提供されている場合)、プロセスは「固定リファイ
ニングフィルタインジケータを判定するためにビットストリームにアクセスする」ことを
示すブロック1008に続き、ビデオデータに関するビットストリームにアクセスがアクセス
され、固定リファイニングフィルタインジケータを判定する。本願で説明されるように、
一例として、固定リファイニングフィルタインジケータはデコードのためにビットストリ
ームにエンコードされてもよい。固定リファイニングフィルタインジケータがビットスト
リームにエンコードされていない場合(及び固定リファイニングフィルタが複数個は使用
されない場合)、何れのリファイニングフィルタを使用するかは、1002、1003及び他の箇
所において説明したようにして判定されてもよい。
【００９２】
　プロセス1000は「再構築された画像データに下位レイヤ処理を適用する」ことを示すブ
ロック1009に続き、再構築された画像データに下位レイヤ処理が適用される。様々な例に
おいて、下位レイヤ処理は、空間スケーラビリティの場合にはアップサンプリング、ビッ
ト深度スケーラビリティの場合にはトーンマッピング等を含んでよい。例えば、再構築さ
れたベースレイヤビデオデータ415は下位レイヤ処理モジュール464により処理されてよい
。一例として、下位レイヤ処理はレイヤ間予測モジュール1060により実行されてよい。
【００９３】
　プロセス1000はブロック1009から「固定リファイニングフィルタを適用する」ことを示
すブロック1010に続き、固定リファイニングフィルタが、再構築されたリファレンスレイ
ヤビデオに適用され、リファインされた再構築ビデオデータを生成する。本願で説明され
ているように、一例として、固定リファイニングフィルタを適用することは、(受信した
ビットストリームにアクセスすることに基づいて又はデコーダにおける判定に基づいて)
選択されたリファイニングフィルタを利用することを含み、他の例として、複数の固定リ
ファイニングフィルタが適用され、生成されたデータのうち最良の選択肢が使用されても
よい。更に別の例として、単独の固定リファイニングフィルタが使用されてもよい。その
ような例の場合、ブロック1008はスキップされてよい。
【００９４】
　プロセス1000は「レイヤ間予測を実行する」ことを示すブロック1011に続き、リファイ
ンされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいて、ビデオデータに関するエン
ハンスメントレイヤについてレイヤ間予測が実行される。例えば、エンハンスメントレイ
ヤデコーダ304が、リファインされた再構築ビデオデータ365に少なくとも部分的に基づい
てレイヤ間予測を実行してもよい。一例として、レイヤ間予測はエンハンスメントレイヤ
デコーダ1165により実行されてもよい。
【００９５】
　プロセス1000はブロック1011から「エンハンスメントレイヤ出力ビデオデータを生成す
る」ことを示すブロック1012に続き、レイヤ間予測に少なくとも部分的に基づいて、エン
ハンスメントレイヤに関するエンハンスメントレイヤ出力ビデオデータが生成される。例
えば、エンハンスメントレイヤデコーダ404が、エンハンスメントレイヤ出力ビデオ406を
生成してもよい。
【００９６】
　プロセス1000はブロック1012から「表示する出力フレームを転送する」ことを示すブロ
ック1013に続き、表示する出力ビデオデータが転送される。例えば、出力ビデオデータは
表示装置を介してユーザに提示される。
【００９７】
　図示の例示的な動作例は図示された順序示されている全てのブロックを実行することを
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含んでいるが、本願による開示はこの例に限定されず、様々な例において、実施の形態に
よる動作例は、図示のブロックのうちの一部分しか実行しないことや、図示の順序とは異
なる順序で実行すること等を含む。
【００９８】
　更に、本願で説明されている任意の1つ以上のブロックが、1つ以上のコンピュータプロ
グラムの命令に応じて実行されてよい。そのようなプログラムに関連するプログラムプロ
ダクト又はプログラム関連製品は、例えば、プロセッサにより実行される場合に本願で説
明されている機能を発揮する命令を提供するメディアを搬送する信号を含む。コンピュー
タプログラムは1つ以上のコンピュータ読み取り可能媒体の任意の形式で提供されてよい
。従って、例えば、1つ以上のプロセッサコアを含むプロセッサは、1つ以上のコンピュー
タ読み取り可能媒体によりプロセッサに与えられるプログラムコード及び/又は命令又は
命令群に応答して、本願の実施形態の1つ以上のブロックを実行してもよい。一般に、コ
ンピュータ読み取り可能媒体はプログラムコード等(プログラムコード及び/又は命令又は
命令群)の形式でソフトウェアを運ぶことが可能であり、プログラムコード等は、ビデオ
システム200/300/400、SVCコーデックモジュール706、レイヤ間予測モジュール1050/1060
等、本願で説明されている他の任意のモジュール/コンポーネントのうちの少なくとも一
部分を、本願で説明されている任意の装置及び/又はシステムに実行させる。
【００９９】
　本願で説明されている任意の実施形態で使用されているように、「モジュール」という
用語は、本願で説明されている機能をもたらすように形成されているソフトウェア論理装
置、ファームウェア論理装置及び/又はハードウェア論理装置の任意の組み合わせに関連
する。ソフトウェアは、ソフトウェアパッケージ、コード及び/又は命令群又は命令とし
て実施されてもよく、本願で説明されている任意の実施形態で使用されているような「ハ
ードウェア」は、例えば、プログラム可能な回路で実行される命令を格納したファームウ
ェア、状態マシン回路、プログラマブル回路、有線回路を単独で又は組み合わせの形式で
含んでいてもよい。モジュールは、例えば、集積回路(IC)、システムオンチップ(SoC)等
のようなより大きなシステムの一部分を形成する回路として、一括して又は個別的に、実
現されてもよい。
【０１００】
　図11は、本願の開示による少なくとも1つの実施形態に従って形成されたビデオコーデ
ィングシステム1100の一例を示す。図示の例において、ビデオコーディングシステム1100
は、画像処理装置1101、ビデオエンコーダ1102、アンテナ1103、ビデオデコーダ1104、1
つ以上のプロセッサ1106、1つ以上のメモリ格納部1108、表示装置1110及び/又は論理モジ
ュール1140を含む。論理モジュール1140はレイヤ間予測モジュール1060及び/又はエンハ
ンスメントレイヤデコーダ1165及び/又は要素の任意の組み合わせを含んでよい。本願で
説明されるように、様々な例において、レイヤ間予測モジュール1060はエンハンスメント
レイヤデコーダ1065により又はベースレイヤデコーダにより実現されてもよいが、図示の
簡明化のため図11では示されていない。一例として、ビデオエンコーダ1102は例えばレイ
ヤ間予測モジュール1050及び/又はエンハンスメントレイヤエンコーダ1055を実現する。
【０１０１】
　図示されているように、アンテナ1103、ビデオデコーダ1104、プロセッサ1106、メモリ
格納部1108及び/又は表示装置1110は、互いにやり取りを行い及び/又は論理モジュール11
40の部分とやり取りを行うことが可能である。同様に、画像処理装置1101及びビデオエン
コーダ1102は互いにやり取りを行い及び/又は論理モジュール1140の部分とやり取りを行
うことが可能である。従ってビデオデコーダ1104は論理モジュール1140の全部又は一部を
含んでよく、ビデオエンコーダ1102は同様な論理モジュールを含んでよい。図11に示され
ているように、ビデオコーディングシステム1100は特定のモジュールに関連する或る特定
の一群のブロック又は処理を含んでよいが、それらのブロック又は処理は図示の特定のモ
ジュールとは異なるモジュールに関連していてもよい。
【０１０２】
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　一例として、ビデオコーディングシステム1100はアンテナ1103、ビデオデコーダ1104等
及び/又は要素の任意の組み合わせを含んでよい。アンテナ1103はビデオデータのエンコ
ードされたビットストリームを受信するように形成される。ビデオデコーダ1104は、アン
テナ1103に通信可能に結合され、エンコードされたビットストリームをデコードするよう
に形成される。ビデオデコーダ1104は、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに
固定リファイニングフィルタを適用してリファインされた再構築ビデオデータを生成し、
リファインされた再構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいてビデオデータに関連
するエンハンスメントレイヤについてレイヤ間予測を実行するように形成される。
【０１０３】
　他の例において、ビデオコーディングシステム1100は、表示装置1110、1つ以上のプロ
セッサ1106、1つ以上のメモリ格納部1108、レイヤ間予測モジュール1060等及び/又は要素
の任意の組み合わせを含んでよい。表示装置1110はビデオデータを表示するように形成さ
れる。プロセッサ1106は表示装置1110に通信可能に結合される。メモリ格納部1108は1つ
以上のプロセッサ1106に通信可能に結合される。ビデオデコーダ1104(他の例ではビデオ
エンコーダ1102)のレイヤ間予測モジュール1060は、1つ以上のプロセッサ1106に通信可能
に結合され、再構築されたリファレンスレイヤビデオデータに固定リファイニングフィル
タを適用し、リファインされた再構築ビデオデータを生成する。エンハンスメントレイヤ
デコーダ1065は、1つ以上のプロセッサ1106に通信可能に結合され、リファインされた再
構築ビデオデータに少なくとも部分的に基づいてビデオデータに関連するエンハンスメン
トレイヤについてレイヤ間予測を実行するように形成され、表示装置1110による画像デー
タの表示がレイヤ間予測に少なくとも部分的に基づくようにする。
【０１０４】
　様々な実施形態において、論理モジュール1140がハードウェアで実現される一方、他の
論理装置をソフトウェアで実現してもよい。例えば、一実施形態において、レイヤ間予測
モジュール1060及び/又はエンハンスメントレイヤデコーダ1065が特定用途向け集積回路(
ASIC)論理装置により実現される一方、他の論理モジュールがプロセッサ1106のような論
理装置により実行されるソフトウェア命令により実現されもよい。しかしながら本願の開
示はその例に限定されず、論理モジュール1140及び/又は他の論理モジュールは、ハード
ウェア、ファームウェア及び/又はソフトウェアの任意の組み合わせにより実現されてよ
い。更に、メモリ格納部1108は、揮発性メモリ(例えば、スタティックランダムアクセス
メモリ(SRAM)、ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)等)又は不揮発性メモリ(例え
ば、フラッシュメモリ)等のような任意のタイプのメモリであってよい。非限定的な例と
して、メモリ格納部1108はキャッシュメモリにより実現されてもよい。
【０１０５】
　一例として、本願により説明される特徴は、1つ以上のコンピュータプログラムの命令
に応じて実行されてよい。そのようなプログラムに関連するプログラムプロダクト又はプ
ログラム関連製品は、例えば、プロセッサにより実行される場合に本願で説明されている
機能を発揮する命令を提供するメディアを搬送する信号を含む。コンピュータプログラム
は1つ以上のコンピュータ読み取り可能媒体の任意の形式で提供されてよい。従って、例
えば、1つ以上のプロセッサコアを含むプロセッサは、1つ以上のコンピュータ読み取り可
能媒体によりプロセッサに与えられるプログラムコード及び/又は命令又は命令群に応答
して、本願で説明される1つ以上の特徴を活用してもよい。一般に、コンピュータ読み取
り可能媒体はプログラムコード等(プログラムコード及び/又は命令又は命令群)の形式で
ソフトウェアを運ぶことが可能であり、プログラムコード等は、本願で説明されている特
徴の少なくとも一部分を、本願で説明されている任意の装置及び/又はシステムに実行さ
せる。
【０１０６】
　図12は、本願の開示による少なくとも1つの実施形態に従って形成されるシステム1200
の一例を示す。様々な実施形態において、システム1200はメディアシステムであってよい
が、システム1200はこの例に限定されない。例えば、システム1200は、パーソナルコンピ
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ュータ(PC)、ラップトップコンピュータ、ウルトララップトップコンピュータ、タブレッ
ト、タッチパッド、ポータブルコンピュータ、携帯用コンピュータ、パームトップコンピ
ュータ、パーソナルディジタルアシスタント(PDA)、セルラ電話、セルラ電話とPDAの組み
合わせ、テレビジョン、スマート装置(例えば、スマートフォン、スマートタブレット、
スマートテレビジョン)、モバイルインターネット装置(MID)、メッセージング装置、デー
タ通信装置、カメラ(例えば、オートフォーカスカメラ、スーパーズームカメラ、ディジ
タル一眼レフ(DSLR)カメラ)等に組み込まれてもよい。
【０１０７】
　様々な実施形態において、システム1200はディスプレイ1220に結合されたプラットフォ
ーム1202を含む。プラットフォーム1202は、コンテンツサービス装置1230又はコンテンツ
配信装置1240又は他の類似するコンテンツソース等のようなコンテンツ装置からコンテン
ツを受信してもよい。1つ以上のナビゲーション機能を含むナビゲーションコントローラ1
250が、例えば、プラットフォーム1202及び/又はディスプレイ1220とやり取りを行うため
に使用されてよい。これらの要素の各々については後述する。
【０１０８】
　様々な実施形態において、プラットフォーム1202は、チップセット1205、プロセッサ12
10、メモリ1212、アンテナ1213、ストレージ1214、グラフィクスサブシステム1215、アプ
リケーション1216及び/又は無線部1218の任意の組み合わせを含んでよい。チップセット1
205は、プロセッサ1210、メモリ1212、ストレージ1214、グラフィクスサブシステム1215
、アプリケーション1216及び/又は無線部1218の中での相互通信機能をもたらす。例えば
、チップセット1205はストレージ1214と相互通信する機能を発揮できるストレージアダプ
タ(図示せず)を含んでいてもよい。
【０１０９】
　プロセッサ1210は、複合命令セット(CISC)又は縮小命令セット(RISC)プロセッサ、x86
命令セット対応プロセッサ、マルチコア、又は他の任意のマイクロプロセッサ又は中央処
理装置(CPU)として実現されてよい。様々な実施形態において、プロセッサ1210はデュア
ルコアプロセッサ、デュアルコアモバイルプロセッサ等であってもよい。
【０１１０】
　メモリ1212は、揮発性メモリ装置として実現されてもよく、例えば、ランダムアクセス
メモリ(RAM)、ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)又はスタティックRAM(SRAM)等
であるが、これらに限定されない。
【０１１１】
　ストレージ1214は、不揮発性ストレージ装置として実現されてもよく、例えば、磁気デ
ィスクドライブ、光ディスクドライブ、テープドライブ、内部ストレージ装置、外付けス
トレージ装置、フラッシュメモリ、バッテリバックアップSDRAM(同期DRAM)、及び/又はネ
ットワークでアクセス可能なストレージ装置等であるが、これらに限定されない。様々な
実施形態において、ストレージ1214は、例えば複数のハードドライブが含まれている場合
に、貴重なディジタルメディアに対するストレージ保護パフォーマンス機能(storage　pe
rformance　enhanced　protection)を強化する方法を利用していてもよい。
【０１１２】
　グラフィクスサブシステム1215は表示する静止画又は動画のような画像の処理を実行す
る。グラフィクスサブシステム1215は例えばグラフィックス処理ユニット(GPU)又はビジ
ュアル処理ユニット(VPU)であってもよい。グラフィクスサブシステム1215及びディスプ
レイ1220に通信可能に結合するためにアナログ又はディジタルインタフェース画使用され
てよい。例えば、インタフェースは、高解像度マルチメディアインタフェース、ディスプ
レイポート、ワイヤレスHDMI（登録商標）及び/又はワイヤレスHD対応方式等のような任
意のものであってよい。グラフィクスサブシステム1215はプロセッサ1210又はチップセッ
ト1205に統合されてもよい。一実施形態において、グラフィクスサブシステム1215はチッ
プセット1205に通信可能に結合されたスタンドアローン装置であってよい。
【０１１３】
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　本願で説明されるグラフィクス及び/又はビデオ処理方式は様々なハードウェアアーキ
テクチャで実施されてよい。例えば、グラフィックス及び/又はビデオ機能はチップセッ
ト内に集積されていてもよい。代替的に、個別的なグラフィックス及び/又はビデオプロ
セッサが使用されてもよい。更に別の実施形態において、グラフィックス及び/又はビデ
オの機能は、マルチコアプロセッサを含む汎用プロセッサにより提供されてもよい。別の
実施形態では、そのような機能は消費者電子装置に実装されてもよい。
【０１１４】
　無線部1218は適切な様々な無線通信技術を利用して信号を送信及び受信することが可能
な1つ以上の無線部を含んでよい。そのような技術は1つ以上の無線ネットワークを介した
通信を包含してよい。無線ネットワークの具体体は(限定ではないが)ワイヤレスローカル
エリアネットワーク(WLAN)、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク(WPAN)、ワイヤレ
スメトロポリタンエリアネットワーク(WMAN)、セルラネットワーク及び衛星ねとワーク等
を含む。そのようなネットワークを介した通信において、無線部1218は1つ以上の適用可
能な何らかのバージョンの標準規格に従って動作する。
【０１１５】
　様々な実施形態において、ディスプレイ1220は任意のテレビジョン形式のモニタ又はデ
ィスプレイを含んでよい。ディスプレイ1220は、例えば、コンピュータディスプレイスク
リーン、タッチスクリーンディスプレイ、ビデオもにた、テレビジョンのような装置、及
び/又はテレビジョンを含んでいてもよい。ディスプレイ1220はディジタル及び/又はアナ
ログ方式であってもよい。様々な実施形態において、ディスプレイ1220はホログラフィッ
クディスプレイであってもよい。ディスプレイ1220は視覚的な投影を受ける透明な表面で
あってもよい。そのような投影は情報、画像及び/又はオブジェクトの様々な形式のもの
を伝送する。例えば、そのような投影又はプロジェクションは、モバイル拡張現実(mobil
e　augmented　reality：MAR)アプリケーションの視覚的なオーバレイ(重畳信号)であっ
てもよい。1つ以上のソフトウェアアプリケーション1216の制御の下で、プラットフォー
ム1202はユーザインタフェース1222をディスプレイ1220に表示してもよい。
【０１１６】
　様々な実施形態において、コンテンツサービス装置1230は、国内のサービス、国際的な
サービス及び/又は独立したサービスのホストとなり、例えばインターネットを介してプ
ラットフォーム1202にアクセス可能である。コンテンツサービス装置1230はプラットフォ
ーム1202及び/又はディスプレイ1220に結合されてもよい。プラットフォーム1202及び/又
はコンテンツサービス装置1230はネットワーク1260に結合され、ネットワーク1260を介し
てメディア情報を通信(送信及び/又は受信)する。コンテンツ配信装置1240はプラットフ
ォーム1202及び/又はディスプレイ1220にも結合される。
【０１１７】
　様々な実施形態において、コンテンツサービス装置1230は、ケーブルテレビジョンボッ
クス、パーソナルコンピュータ、ネットワーク、電話を含んでもよいし、ディジタル情報
及び/又はコンテンツを配信することが可能なインターネットイネーブル装置又は機器を
含んでもよいし、コンテンツプロバイダ及びプラットフォーム1202及び/又はディスプレ
イ1220の間でネットワーク1260を介して又は直接的にコンテンツを一方向又は双方向に通
信できるその他の任意の装置を含んでもよい。コンテンツはネットワーク1260を介してコ
ンテンツプロバイダ及びシステム1200のコンポーネントのうちの任意のものとの間で一方
向及び/又は双方向に通信されてよいことが、理解されるであろう。コンテンツの具体例
は、例えば、ビデオ、音楽、医療情報、ゲーム情報等を含む任意のメディア情報を含んで
よい。
【０１１８】
　コンテンツサービス装置1230は、メディア情報、ディジタル情報及び/又は他のコンテ
ンツを含むケーブルテレビジョン番組のようなコンテンツを受信してもよい。コンテンツ
プロバイダの具体例はケーブル又は衛星のテレビジョン又は無線又はインターネットの任
意のコンテンツプロバイダを含んでよい。これらの具体例は本願の開示を何らかの方法で
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限定するようには意図されていない。
【０１１９】
　様々な実施形態において、プラットフォーム1202は1つ以上のナビゲーション機能を有
するナビゲーションコントローラ1250から制御信号を受信してもよい。コントローラ1250
のナビゲーション機能は例えばユーザインタフェース1222とのやり取りに使用されてよい
。様々な実施形態において、ナビゲーションコントローラ1250は(具体的には、ヒューマ
ンインタフェース装置のような)コンピュータハードウェアコンポーネントであるポイン
ティングデバイスであってもよく、ポインティングデバイスはユーザが(例えば、連続的
な又は複合的な)空間的なデータをコンピュータに入力することを可能にする。グラフィ
ックスユーザインタフェース(GUI)、テレビジョン及びモニタのような多くのシステムは
、物理的なジェスチャ(身振り、手振り、動作等)を通じてコンピュータやテレビジョンに
対するデータをユーザが制御及び提供できるようにする。
【０１２０】
　コントローラ1250のナビゲーション機能の動きは、ポインタ、カーソル、フォーカスリ
ング又はディスプレイに表示される他の視覚的な表示により、ディスプレイ上で再現され
る。例えば、ソフトウェア1216の制御の下で、ナビゲーションコントローラ1250により特
定されたナビゲーション対象(navigation　feature)は、例えばユーザインタフェース122
2に表示される仮想的なナビゲーション対象に対応付けられる(マッピングされる)。様々
な実施形態において、コントローラ1250は、個別的な要素ではなく、プラットフォーム12
02及び/又はディスプレイ1220に一体化(統合)されてもよい。しかしながら本願の開示は
そのような具体的な形態に限定されない。
【０１２１】
　様々な実施形態において、ドライバ(図示せず)は、例えば初期起動させた後にボタンに
タッチすることで或いは起動させる場合に、テレビジョンのようなプラットフォーム1202
をユーザが速やかにオン及びオフにできるようにする手段を含んでいてもよい。プログラ
ム論理装置は、たとえプラットフォームが「オフ」にされていたとしても、メディアアダ
プタ、他のコンテンツサービス装置1230又はコンテンツ配信装置1240に、プラットフォー
ム1202がトリームコンテンツを流せるようにする。更に、チップセット1205は、例えば5.
1サラウンドサウンドオーディオ及び/又は高解像度7.1サラウンドサウンドオーディオに
関するハードウェア及び/又はソフトウェアを含んでもよい。ドライバは統合されたグラ
フィックスプラットフォームのグラフィクスドライバを含んでもよい。様々な実施形態に
おいて、グラフィクスドライバはペリフェラルコンポーネント相互接続(PCI)エクスプレ
スグラフィクスカードを有していてもよい。
【０１２２】
　様々な実施形態において、システム1200に示されているコンポーネントのうちの任意の
1つ以上が統合又は集積されてもよい。例えば、プラットフォーム1202及びコンテンツサ
ービスドライバ1230が統合されてもよいし、プラットフォーム1202及びコンテンツ配信装
置1240が統合されてもよいし、或いはプラットフォーム1202、コンテンツサービス装置12
30及びコンテンツ配信装置1240が統合されてもよい。様々な実施形態において、プラット
フォーム1202及びディスプレイ1220は一体化された装置であってよい。例えば、ディスプ
レイ1220及びコンテンツサービス装置1230は統合されてもよいし、ディスプレイ1220及び
コンテンツ配信装置1240が統合されてもよい。これらの具体例は本願の開示を限定するも
のではない。
【０１２３】
　様々な実施形態において、システム1200は無線システム、有線システム又はそれら双方
の組み合わせとして実現されてもよい。無線システムとして実現される場合、システム12
00は無線共有媒体による通信に適したコンポーネント及びインタフェースを含み、例えば
、1つ以上のアンテナ、送信機、受信機、トランシーバ、増幅器、フィルタ、制御論理装
置等を含んでよい。無線共有媒体の具体例は、RFスペクトル等のような無線スペクトルの
一部を含んでよい。有線システムとして実現される場合、システム1200は有線通信媒体に
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よる通信に適したコンポーネント及びインタフェースを含み、例えば、入出力(I/O)アダ
プタ、I/Oアダプタを対応する有線通信媒体に接続するための物理コネクタ、ネットワー
クインタフェースカード(NIC)、ディスクコントローラ、ビデオコントローラ、オーディ
オコントローラ等を含んでよい。有線通信媒体の具体例は、有線、ケーブル、金属導線、
印刷回路基板(PCB)、バックプレーン、スイッチ部品、半導体材料、より対線、同軸ケー
ブル、光ファイバ等を含んでよい。
【０１２４】
　プラットフォーム1202は情報を通信するための1つ以上の論理的又は物理的なチャネル
を設定してもよい。情報はメディア情報及び制御情報を含んでよい。メディア情報はユー
ザのために意図されているコンテンツを表現する任意のデータに関連してよい。コンテン
ツの具体例は、例えば、音声会話、テレビ会議、ストリーミングビデオ、電子メール(ema
il)メッセージ、音声メールメッセージ、英数字シンボル、図形、画像、ビデオ、文字等
に属するデータを含んでよい。音声会話のデータは、例えば、会話情報、無音期間、背景
雑音、快適雑音(comfort　noise)、トーン等であってよい。制御情報は、コマンド、命令
、又は自動システムのための制御ワードを表現する任意のデータに関連してよい。例えば
、制御情報は、システムを介してメディア情報をルーティングするために使用されてもよ
いし、メディア情報を所定の方法で処理するようにノードを指図するために使用されても
よい。しかしながら実施の形態は図12に関して図示及び説明される例に限定されない。
【０１２５】
　上述したようにシステム1200は様々な物理的な形状又は寸法で実現されてよい。図13は
システム1300が使用されている小型装置1300の実施形態を示す。様々な実施形態において
、例えば、装置1300は無線通信機能を有する移動通信装置として実現されてもよい。移動
通信装置は例えば1つ以上のバッテリのようなモバイル電源又はパワーサプライ及び処理
システムを有する任意の装置であってよい。
【０１２６】
　上述したように、移動通信装置の具体例は、パーソナルコンピュータ(PC)、ラップトッ
プコンピュータ、ウルトララップトップコンピュータ、タブレット、タッチパッド、ポー
タブルコンピュータ、携帯用コンピュータ、パームトップコンピュータ、パーソナルディ
ジタルアシスタント(PDA)、セルラ電話、セルラ電話とPDAの組み合わせ、テレビジョン、
スマート装置(例えば、スマートフォン、スマートタブレット、スマートテレビジョン)、
モバイルインターネット装置(MID)、メッセージング装置、データ通信装置、カメラ(例え
ば、オートフォーカスカメラ、スーパーズームカメラ、ディジタル一眼レフ(DSLR)カメラ
)等を含んでもよい。
【０１２７】
　移動通信装置の具体例は人が身に付けるように形成されたコンピュータを含んでもよく
、例えば、リスト(wrist)コンピュータ、フィンガ(finger)コンピュータ、リングコンピ
ュータ、めがねコンピュータ、ベルトチップ(belt-chip)コンピュータ、アームバンド(ar
m-band)コンピュータ、靴(shoe)コンピュータ、衣服(clothing)コンピュータ、及びその
他の着用コンピュータ等を含んでいてもよい。様々な実施形態において、例えば、モバイ
ルコンピュータ装置は、コンピュータアプリケーションだけでなく音声通信及び/又はデ
ータ通信を実行することが可能なスマートフォンとして実現されてもよい。実施の形態は
一例としてスマートフォンとして実現される移動通信装置の観点から説明されているが、
他の実施の形態は他の無線移動通信装置を用いて実現されてもよいことが理解されるであ
ろう。実施の形態はこの例に限定されない。
【０１２８】
　図13に示されているように、装置1300はハウジング1302、ディスプレイ1304、入力/出
力(I/O)装置1306、及びアンテナ1308を含んでもよい。装置1300はナビゲーション機能131
2を含んでいてもよい。ディスプレイ1304は移動通信装置に適した情報を表示する適切な
如何なる表示装置を含んでいてもよい。I/O装置1306は情報を移動津新装置に入力するた
めの適切な任意のI/O装置を含んでいてもよい。I/O装置1306の具体例は、英数字キーボー
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ド、数字キーパッド、タッチパッド、入力キー、ボタン、スイッチ、ロッカースイッチ(r
ocker　switch)、マイクロフォン、スピーカ、音声認識装置及びソフトウェア等を含んで
もよい。情報はマイクロフォン(図示せず)により装置1300に入力されてもよい。そのよう
な情報は音声認識装置(図示せず)によりディジタル化されてもよい。実施の形態はこの例
に限定されない。
【０１２９】
　様々な実施の形態は、ハードウェア要素、ソフトウェア要素又はそれらの組み合わせを
用いて実施されてもよい。ハードウェア要素の具体例は、プロセッサ、マイクロプロセッ
サ、回路、回路要素(例えば、トランジスタ、レジスタ、キャパシタ、インダクタ等)、集
積回路、特定用途向け集積回路(ASIC)、プログラマブル論理装置(PLD)、ディジタル信号
プロセッサ(DSP)、フィールドプログラマブルアレイ(FPGA)、論理ゲート、レジスタ、半
導体装置、チップ、マイクロチップ、チップセット等を含んでいてもよい。ソフトウェア
の具体例は、ソフトウエアコンポーネント、プログラム、アプリケーション、コンピュー
タプログラム、アプリケーションプログラム、システムプログラム、マシンプログラム、
オペレーティングシステムソフトウェア、ミドルウェア、ファームウェア、ソフトウェア
モジュール、ルーチン、サブルーチン、ファンクション、メソッド、プロシジャ、ソフト
ウェアインタフェース、アプリケーションプログラムインタフェース(API)、命令セット
、コンピューティングコード、コンピュータコード、コードセグメント、コンピュータコ
ードセグメント、ワード、値、シンボル、又はこれらの任意の組み合わせを含んでいても
よい。実施の形態がハードウェア要素及びソフトウェア要素を用いて実施されるか否かの
判断は、任意の数の要因に応じて異なってよく、そのような要因は例えば所望の演算速度
、電力レベル、熱耐性、処理サイクル許容度(バジェット)、入力データレート、出力デー
タレート、メモリリソース、データバス速度、及びその他の設計/パフォーマンスの制約
等である。
【０１３０】
　少なくとも1つの実施例のうちの1つ以上の形態は、プロセッサの中で様々な論理処理を
表現するコンピュータ読み取り可能媒体に保存された命令表現により実現されもよく、命
令表現は、コンピュータ(又はマシン)により読み取られると、そこに記述されている処理
を実行するための論理処理部をコンピュータに作成させる。そのような表現は、「IPコア
」と呼ばれ、コンピュータで読み取ることが可能な有形媒体に保存され、様々な顧客へ供
給され、或いは論理装置又はプロセッサを実際に製造する製造装置に与えるために製造施
設へ供給される。
【０１３１】
　以上、様々な実施の形態と共に本願の開示による特徴が説明されてきたが、本説明は限
定的な意味に解釈されるようには意図されていない。本願で明示的に説明された変形例だ
けでなく、本願の開示に関連する当業者にとって明らかな他の実施形態も、本願の精神及
び範囲内に属している。
【０１３２】
　以下、本願により教示される装置又は方法を例示的に示す。
【０１３３】
　更なる具体例において、実施の形態は以下の要素を含んでもよい。
【０１３４】
　（１）スケーラブルビデオコーデック装置のレイヤ間予測を改善するためにリファイニ
ングフィルタを実行する手段；(a)処理された下位レイヤの再構築画像についてリファイ
ンフィルタリングを適用することで、SVCレイヤ間予測を改善する手段(この場合における
下位レイヤの再構築画像処理は、例えば、空間スケーラビリティの場合のアップサンプリ
ング、ビット深度スケーラビリティの場合のトーンマッピングでもよいし、或いは処理を
施さずに通過させてもよい。リファインフィルタリングは、エンハンスメントレイヤの入
力画素と下位レイヤの処理された再構築された画素との間の差分/歪を減らすことを目的
としている)。
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【０１３５】
　（２）レイヤ間予測を改善するために複数の固定フィルタをオフセットと共に利用する
手段；(a)一実施形態において、オフセット値はゼロに強制されてもよい；(b)一実施形態
において、固定フィルタ係数がゼロに強制され、オフセット値のみが優位であってもよい
；(c)一実施形態において、オフセットと共に1つの固定フィルタのみが使用されてもよい
；(d)一実施形態において、複数のオフセットと共に1つより多い固定フィルタの群画使用
されてもよい。
【０１３６】
　（３）レイヤ間予測を改善するために複数の固定フィルタを異なる強調効果と共に利用
する手段；(a)一実施形態において、滑らかな予測画像を生成するために、画像の低周波
部分を強調するフィルタが利用されてもよい；(b)一実施形態において、鋭い予測画像を
生成するために、画像の高周波部分を強調するフィルタが利用されてもよい；(c)　一実
施形態において、特定の予測画像を生成するために、画像の或る周波数帯(バンド)を強調
するフィルタが利用されてもよい。
【０１３７】
　（４）レイヤ間予測を改善するために異なるレベルでリファイニングフィルタを適用す
る手段；(a)リファイニングフィルタはシーケンス/レイヤ/画像/スライス/ブロック等の
レベル(単位)でオン又はオフにされてもよい；(b)シーケンス/レイヤ/画像/スライス/ブ
ロック等のレベル(単位)で最良のフィルタに切り替えられる。
【０１３８】
　（５）レイヤ間予測を改善するためにリファイニングフィルタの使い方を適応的に決定
する手段；(a)一実施形態において、リファイニングフィルタが適用されるか否か、及び
リファイニングを行うために何れのフィルタが使用されるかについての判断がエンコーダ
でなされ、その判断結果を示すフラグがビットストリームデデコーダに送信されてもよい
；(b)一実施形態において、リファイニングフィルタが適用されるか否か、及びリファイ
ニングを行うために何れのフィルタが使用されるかについての判断は、画像の予備的なフ
ィルタリングにより得られるローカルな特徴を分析することでなされてもよい。ローカル
なエッジ情報、勾配の大きさ、ローカルな分散及びその他の判断材料が、リファイニング
フィルタの使い方を決定するために使用可能である。エンコーダ及びデコーダの双方が同
じ判断手順を実行し、同じ結論に至るので、ビットストリームに追加的なフラグは一切必
要ない。
【０１３９】
　更なる例において、少なくとも1つのコンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ
装置で実行された場合に、上記の実施の形態のうちの何れかに従う方法をコンピュータ装
置に実行させる複数の命令を格納していてもよい。
【０１４０】
　更に別の例において、装置は、上記の実施の形態のうちの何れかに従う方法を実行する
手段を含んでもよい。
【０１４１】
　上記の実施例は特徴の具体的な組み合わせを含んでいる。しかしながら、そのような上
記の実施例はそのような例に限定されず、様々な実施形態において、上記の実施例は、そ
のような特徴の一部分のみを使用してもよいし、そのような特徴を異なる順序で使用して
もよいし、そのような特徴の異なる組み合わせを使用してもよいし、及び/又は明示的に
列挙されている特徴以外の追加的な特徴を使用することを含んでもよい。例えば、実施例
の方法に関して説明された特徴の全部又は一部が、装置例、システム例、及び/又は製品
例に関して使用されてもよい。
【符号の説明】
【０１４２】
　104　ベースレイヤ
　106　エンハンスメントレイヤ
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　112　エンハンスメントレイヤ入力フレーム
　114　ベースレイヤ入力フレーム
　130　マルチプレクサ
　140　スケーラブルビットストリーム

【図１】 【図２】
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